
第50回 市民駅伝競走大会
春空のもと、仲間とともに
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　2月26日にエコパーク水俣で開催さ
れた「第50回 市民駅伝競走大会」。5
年ぶりの開催でしたが、開催を待ちわ
びていた多くの市民が参加しました。
選手の皆さんは一生懸命走りながら、
チームメイトや知り合いからの熱い声
援を受け、走り切った後には、達成感
のある、清々しい表情をしていました。

（2月26日撮影）
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第50回 市民駅伝競走大会

４

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
国
内
で
確

認
さ
れ
て
か
ら
、
３
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

政
府
は
、
今
年
５
月
か
ら
、
感
染
症
法
上
の
分

類
を
引
下
げ
る
方
針
を
決
定
し
、
社
会
に
お
け

る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
機
運

が
高
ま
り
、
停
滞
し
て
い
た
経
済
活
動
が
加
速

度
的
に
再
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

熊
本
県
内
に
目
を
向
け
る
と
、
一
昨
年
、
世

界
最
大
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
熊
本
へ
の
進
出
が
決
定
し
て
以
降
、
関
係
自

治
体
な
ど
で
は
開
発
や
関
連
企
業
の
立
地
が

次
々
に
決
ま
る
な
ど
、
産
業
の
情
勢
は
急
変
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
代
の
転
換
期
の
中
、
本
市
も
、
取
り

巻
く
情
勢
を
捉
え
、
経
済
と
市
民
生
活
の
確

固
た
る
基
盤
を
築
く
た
め
に
挑
戦
し
、
変
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
に
よ
り
、
県
内
に
は
、
台

湾
資
本
を
は
じ
め
人
材
、
技
術
の
流
入
が
加

速
し
、
そ
の
影
響
は
、
半
導
体
関
連
産
業
の
み

な
ら
ず
、
他
の
製
造
業
や
観
光
産
業
、
教
育
ま

で
及
ぶ
も
の
と
想
定
し
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、

県
北
、
県
央
を
中
心
と
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
波
及
効
果
を
、
県
南
の
水
俣
ま
で
呼
び
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
、
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
な
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
「
世
界
へ
つ
な
が
る
水
俣
」
と
い

う
視
点
も
含
め
、
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。新

た
な
ビ
ジ
ョ
ン「
世
界
へ
つ
な
が
る
水
俣
」

　

本
市
に
お
い
て
、
昨
年
、
半
導
体
関
連
企
業

で
あ
る
㈱
ア
ス
カ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
、
市
内
に

半
導
体
産
業
の
人
材
を
育
成
す
る
拠
点
を
立

上
げ
、既
に
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
産・

官
・
学
の
関
係
者
が
続
々
と
水
俣
に
視
察
に
訪

れ
て
お
り
、
今
後
、
人
材
確
保
が
求
め
ら
れ
る

方
針

令和５年度

施
政

2 月 22日、髙岡市長が市議会定例会で令和５年
度市政への所信を表明しました。その中から、主
な取り組みなど、一部を抜粋して紹介します。

→

→
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令和５年度の主な取り組み（分野別）

▶マイナンバーカードを活用した申請書自動作成システムの導入
▶議会や庁内におけるペーパーレス化の推進  
▶市広報紙や市公式ホームページ、市公式 LINEなどのメディ
　アを活用した情報提供 

行政経営分野

▶地域の防災リーダーの役割を担う防災士の育成
▶市営住宅牧ノ内団地６号棟の建設
▶住環境健全化等老朽空き家除却事業補助金の創設

生活基盤分野

▶令和 32（2050）年のカーボンニュートラルに向けた地球
　温暖化対策の推進 
▶水俣病犠牲者慰霊式の開催（全ての犠牲者に捧げる無記名
　プレートを奉納）
▶水俣病資料館収蔵庫の増設に伴う設計 

環境分野

▶「（仮称）こども家庭センター」の設置に向けた準備および、
　関係機関との連携による切れ目ない子育て支援体制の構築 
▶質の高い医療を安定的、継続的に提供するための医療機器
　や施設設備の更新 
▶地域ごとに進めている「福祉の会」の設置などの拡充 

保健・医療・福祉分野

経済・産業分野

▶企業支援センターにおける各種相談対応やセミナーの開催 
▶農業後継者の育成・確保 
▶就業・創業者等転入支援奨励金の創設

▶中学部活動の地域移行に向けた検討 ・準備
▶市内唯一の高校である水俣高校への支援
▶令和６年度文化庁認定に向けた「水俣市文化財保存活用地
　域計画」の策定

教育・文化分野

半
導
体
関
連
の
産
業
界
で
、
水
俣
が
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
化
学
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｊ

Ｎ
Ｃ
㈱
を
中
心
と
す
る
本
市
の
グ
ロ
ー
カ
ル
企

業
群
が
持
つ
そ
の
優
れ
た
技
術
力
は
、
海
外
へ

の
販
路
拡
大
や
海
外
企
業
と
の
技
術
連
携
を

進
め
る
う
え
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

の
で
、
本
市
と
し
て
は
、
海
外
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス

拡
大
も
視
野
に
入
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
な
企
業
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
産
業
に
お
い
て
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復
活
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
水
俣
の
海

や
山
、
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
は
、
外
国
人

観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
的
で
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
海
外
資
本
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
動

き
が
あ
る
の
は
、
そ
の
証
拠
で
す
。
私
が
誘

致
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
、
こ
う
し
た
動
き
を

確
実
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
水
俣
病
の
教
訓
発
信
事
業
な
ど

で
、
世
界
中
の
研
究
者
や
国
際
機
関
と
の
交

流
を
長
年
続
け
て
き
て
お
り
、
国
際
的
な
知

名
度
が
高
い
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

強
み
と
市
内
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限

に
生
か
す
た
め
に
も
「
世
界
へ
つ
な
が
る
水
俣
」

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
て
、
海
外
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
す
る
た
め
に
前
向
き
に

取
り
組
む
事
業
者
や
市
民
を
応
援
す
る
こ
と

が
、
本
市
の
経
済
社
会
の
発
展
、
明
る
い
未

来
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

 

持
続
可
能
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
水
俣

　

本
市
が
抱
え
る
長
期
的
な
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
も
着
実
に
前
に
進
め
ま
す
。
本
市

最
大
の
課
題
は
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
の

進
行
、
そ
れ
に
伴
う
経
済
規
模
の
縮
小
で
す
。

こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
本
市
が
取
り
組
む
べ

き
こ
と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
人
口

減
少
を
前
提
に
社
会
、
経
済
、
行
政
を
持
続

可
能
な
仕
組
み
に
作
り
替
え
て
い
く
こ
と
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
人
口
が
減
っ
て
も
市
民
一
人
一
人

の
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、
幸
せ
を
実
感
で

き
る
新
た
な
価
値
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
は
、「
外
貨
を
稼

ぐ
水
俣
」、「
選
ば
れ
る
水
俣
」、「
活
力
生
ま
れ

る
水
俣
」
の
実
現
の
た
め
に
、
関
連
施
策
を

着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
、

「
世
界
へ
つ
な
が
る
水
俣
」
と
い
う
新
た
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
加
え
、
持
続
可
能
で
、
幸
せ
を
実
感

で
き
る
水
俣
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
層
強
力

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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令和５年度 水俣市の一般会計予算は156億8,000万円

【歳出】

令和5年度 当初予算
問 財政課 ☎61-1608

　令和５年度は、これからの水俣づくりの３つの
ビジョン「外貨を稼ぐ水俣」「選ばれる水俣」「活力
生まれる水俣」に「世界へつながる水俣」を加え、
財政健全化を進めながら、これらを推進する事

業に予算を重点措置しました。
　引き続き「みんなが幸せを感じ 笑顔あふれる
元気なまち 水俣」の実現に向け取り組んでまい
ります。

項　目
議会費
総務費
民生費
衛生費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
災害復旧費
予備費
歳出合計

予算額（千円）
143,341
2,105,336
5,523,672
1,762,207
505,143
432,821
1,140,008
434,695
1,488,530
2,129,187

60
15,000

15,680,000

構成比（％）
0.91
13.43
35.23
11.24
3.22
2.76
7.27
2.77
9.49
13.58
0.01
0.09

100.00

歳入

歳入

市税

諸収入
繰入金

その他

地方
交付税

国庫
支出金

県支
出金

市債

各種交付金など

自主
  財源

依存財源

歳出

歳出

議会費

総務費

民生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

災害復旧費
予備費

衛生費

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方消費税交付金
地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入　
寄附金
繰越金

【歳入】

自
主
財
源

依
存
財
源

項　目
市　税
諸収入
繰入金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金等
計

地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

各種交付金等
計

歳入合計

予算額（千円）
3,007,397
220,687
369,330
67,153
185,034
81,034
291,509
4,222,144
5,865,002
2,224,107
1,599,281
1,063,500
705,966

11,457,856
15,680,000

構成比（％）
19.18
1.41
2.36
0.43
1.18
0.52
1.86
26.94
37.40
14.18
10.20
6.78
4.50
73.06

100.00

用語の解説
市が自主的に収入できる財源。市税、使用料、手数
料など。

自主財源 国や県の基準に基づいて交付されたり、割り当て
られたりする財源。地方交付税、国庫支出金など。

依存財源

会計区分 予算額
国民健康保険事業 36億３，８９３万円

後期高齢者医療 4億７，８６１万円

介護保険 ３７億5,296万円

会計区分 予算額
水道事業 収益的支出 3億 ８，６６２ 万円

資本的支出 3億 9,181 万円
公共下水道事業 収益的支出 8億 6,758 万円

資本的支出 5億 5,411 万円
病院事業 収益的支出 7９億 1,049 万円

資本的支出 11億 9,798 万円

一般会計以外の予算の状況
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令和5年度当初予算
Minamata city

医療・福祉 54億８，５９６万円

◯総合的な子育て支援の取り組みを推進します
◯障がい者の自立を支援します
◯市民の健康づくりの推進に取り組みます
◯相談・支援体制の強化に取り組みます
◯病院事業を支援し、医療体制の強化を図ります

環境 ９億８，４９４万円
◯水俣病に関する情報発信を推進します
◯水俣市の環境保全に努めます
◯環境に配慮した取り組みを推進します

教育 ８億 58万円
◯教育環境の整備を図り、学力向上を推進します
◯舞台芸術などの公演を開催し、文化の向上を図ります
◯地域と学校の連携による、協働活動を推進します

★その他の主な事業

●経済・観光・農林水産省・教育・国際交流など、あ
らゆる分野でTSMC進出による波及効果を広く取り
込むための政策パッケージ「水俣市における台湾
TSMC歓迎イニシアティブ（ウィズ水俣）」を推進します。
●台湾の観光企業の誘致、インバウンド旅行や農林水
　産物の輸出の拡大を実現するために、市長が台湾を
　訪問し、トップセールスを行います。

外貨を稼ぐ水俣

選ばれる水俣

市外で稼ぎ、市内で消費

水俣に住みながら市外で所得獲得

恵まれた交通インフラ
九州新幹線、高速道路

令和５年度の重点事業

地方からのデジタル社会への挑戦

デジタル化した社会に
　対応した水俣市

豊かな自然
海・里山・川・温泉（湯の児、湯の鶴）

×

（総事業費： 6 億 5,337 万円）

世界へつながる水俣
海外へ向けた戦略的アプローチ

TSMCの県内進出をはじ
めとした社会情勢

国際的な知名度
地場企業の優れた技術

×

●人口減少に伴い市内市場が縮小傾向であることから、
　市外に目を向け、新たな市場を開拓しようとする事業
　者の増加を図ることで、外貨を獲得します。
●恵まれた交通インフラという利点を生かし、市外で稼
　ぐ転入者を支援することで、外貨を獲得します。
●新規農産物導入やブランド化にチャレンジする農家を
　支援し、農業で外貨を稼ぎます。

●誰もが安心して医療や介護・福祉サービスなどにア
　クセスでき、医療・介護従事者にとっても魅力的で働
　きやすい職場づくりを実現し、適切な地域医療の継
　続と人材確保、雇用創出につなげるため、ICT 導入
　を推進します。
●市内の小中学校における指導内容の改善、職員配置
　の強化により児童生徒の学力を向上させます。
●マイナンバーカードを活用した窓口申請書を自動作
　成するシステムを導入し、利便性の向上を図ります。

活力生まれる水俣
スポーツを軸に多彩な資源の相乗効果

観光・旅行・ツーリズム

優れたスポーツ資源
エコパーク水俣

×

●市立総合体育館アリーナに空調設備を整備し、トイレ
　を洋式にすることで、トップレベルのスポーツ大会を
　誘致します。
●U-２３アルティメット全国大会をはじめとしたスポーツ
　大会を水俣で開催し、スポーツの振興で経済を活性
　化します。
●道の駅のさらなる魅力向上に取り組み、スポーツツ
　ーリズムとの相乗効果による観光振興を戦略的に進
　めます。
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脱炭素社会の実現を目指して
みなまた水素セミナー２０２3

まちのわだい
農業委員会へ女性の登用を！
石松まゆ子さん 市農業委員会へ講話

　

市
は
、県
の
男
女
共
同
参
画
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
活
用
し
、錦

町
議
会
議
員
の
石
松
ま
ゆ
子
さ
ん
を

迎
え「
農
業
委
員
会
へ
女
性
の
登
用

を
！
」と
題
し
た
講
話
を
開
催
。市
農

業
委
員
ら
27
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

石
松
さ
ん
は
平
成
16
年
か
ら
15

年
間
農
業
委
員
を
務
め
、平
成
28
年

に
会
長
に
就
任
。錦
町
の
農
業
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。講
話
で
は

農
業
委
員
会
に
お
け
る
女
性
の
視

点
や
、役
割
な
ど
の
重
要
性
を
説
明
。

参
加
者
は
、農
業
委
員
会
へ
の
女
性

の
登
用
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
事
業
者
ら
が
、
水
俣
環
境

ア
カ
デ
ミ
ア
で
あ
っ
た
市
主
催

の
「
み
な
ま
た
水
素
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
３
」
に
参
加
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
時
に
二
酸
化
炭
素
を

排
出
し
な
い
、
水
素
の
活
用
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

活
用
を
検
討
中
。
環
境
省
や
関
連

事
業
者
を
講
師
に
迎
え
、
脱
炭
素

社
会
・
水
素
社
会
を
取
り
巻
く
環

境
や
事
業
者
に
よ
る
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
参
加
者
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

2/13 2/10

▲女性の登用には、男性の意識が変わることが一番だと話しました▲関連事業者における脱炭素の取り組みと現状の発表

地域福祉の推進に大きく貢献
岩﨑英範さん 福祉功労者表彰伝達式

2/16

　

平
成
13
年
か
ら
20
年
以
上
、民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
を
続

け
る
岩
﨑
英
範
さ
ん（
75
歳
・
白
浜

町
）が
、熊
本
県
社
会
福
祉
功
労
者

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
日
、市

役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、髙
岡
市

長
か
ら
、表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
﨑
さ
ん
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
に
長
年
取
り
組
み
、現
在
は

市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
理
事
を
務
め
る
な
ど
、地
域
福
祉

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。岩
﨑

さ
ん
は
、「
今
後
も
地
域
と
行
政
の

架
け
橋
と
な
る
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

▲岩﨑さんは民生委員・児童委員の模範として活動しています ▲児童たちは高校生と一緒に、一生懸命に作っていました

湯出小児童 給食配膳台を卒業制作
水高建築コース生が手ほどき

　

湯
出
小
学
校
の
３
〜
６
年
生
の

児
童
た
ち
が
水
俣
高
校
建
築
コ
ー

ス
２
年
生
の
生
徒
を
講
師
に
迎
え
、

卒
業
制
作
と
し
て
、
木
製
の
給
食

配
膳
台
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
高
建
築
コ
ー
ス
の

生
徒
が
制
作
を
通
し
て
、
小
学
生

と
交
流
し
、
児
童
た
ち
に
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
兼

ね
た
も
の
で
、
完
成
し
た
３
台
の

給
食
配
膳
台
は
湯
出
小
学
校
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
「
高
校

生
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
て
楽
し

か
っ
た
。
大
事
に
使
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

2/16

広報みなまた 2023 年4月号7

水俣お世話好き会 ひな人形飾り
さくら保育園園児たちがお礼

2/21

▲園児たちは目を輝かせながら、ひな人形を見ていました ▲プロジェクトの進捗について、活発な意見交換がなされました

アジア太平洋地域における水俣条約を推進
UNEPプロジェクト中間ワークショップ

2/20

　

２
月
20
日
〜
22
日
、国
連
環
境

計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）が
、ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
水
俣
条
約
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ

ア
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
合
に
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加

国
の
環
境
行
政
官
や
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
専
門
家
な
ど
が
参
加
。初

日
の
開
会
式
で
は
、水
俣
高
校
の

生
徒
が
水
俣
条
約
に
つ
い
て
学
ん

だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。そ
の

後
、３
日
間
に
わ
た
り
、今
後
の
活

動
計
画
に
つ
い
て
の
議
論
や
市
内

視
察
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

全国大会出場！ 出水ボーイズ所属
市内中学生 スポーツ奨励金交付式

伝統的な竹細工の解説 &箸作り体験
市民公開講座「暮らしの中の青竹細工」

　

市
は
、
市
民
公
開
講
座
「
暮
ら

し
の
中
の
青
竹
細
工
」
を
、
竹
細

工
職
人
の
井
上
克
彦
さ
ん
を
講
師

に
、
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
開

催
。
市
民
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
竹
細
工
の
紹
介
や
、

そ
の
歴
史
を
解
説
し
た
後
、
一
本
の

青
竹
を
機
械
を
用
い
ず
、
刃
物
の

み
で
加
工
す
る
技
術
を
実
演
。
そ

の
後
、
竹
箸
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
手
際
よ
く
竹

割
り
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
、
と
て

も
美
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
出
水
市
の
硬
式
野
球

チ
ー
ム「
鹿
児
島
出
水
ボ
ー
イ
ズ
」

に
所
属
す
る
、友
田
頼ら

い
と斗
さ
ん（
一

中
・
２
年
）、宮
嶋
煌こ
う
き葵
さ
ん（
一
中
・

１
年
）、山
口
琥こ
は
く白
さ
ん（
袋
中
・
１

年
）が
、３
月
26
日
か
ら
31
日
に
か

け
て
東
京
都
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
他

で
行
わ
れ
る「
ス
タ
ー
ゼ
ン
カ
ッ
プ

第
53
回
日
本
少
年
野
球
春
季
全
国

大
会
」へ
の
出
場
報
告
に
市
役
所

を
訪
れ
、髙
岡
市
長
か
ら
奨
励
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
田
さ
ん
は「
チ
ー
ム
の
目
標

で
あ
る
全
国
大
会
一
勝
を
目
指
し
、

頑
張
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

2/20 2/18

▲とても硬い青竹を熟練の技術で加工する井上さん▲左から、友田さん、山口さん、宮嶋さん

　

市
民
有
志
で
構
成
す
る
水
俣
お

世
話
好
き
会（
代
表
・
松
山
ち
づ
子

さ
ん
）が
、２
月
21
日
〜
３
月
10
日

の
間
、市
役
所
１
階
交
流
フ
ロ
ア

に
、ひ
な
壇
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、さ
く
ら
保
育
園
の
園

児
ら
６
人
が
見
学
に
訪
れ
、同
会

の
会
員
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

交
流
で
は
、園
児
た
ち
に
よ
る

「
ひ
な
祭
り
」の
歌
の
披
露
の
他
、

折
り
紙
で
作
ら
れ
た
手
作
り
の
花

束
や
、お
だ
い
り
様
と
お
ひ
な
様
に

見
立
て
た
み
か
ん
が
、同
会
の
会

員
に
送
ら
れ
、会
場
は
笑
顔
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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市内高校生の自衛隊入隊を激励 
自衛隊入隊予定者合同激励会

3/4

▲自衛隊家族会水俣芦北協議会長を始め、多くの来賓が参列しました ▲市に、採れたての葉付きサラたまちゃんが贈呈されました

おいしいサラたまちゃんできました♪
サラたまちゃん出荷報告会

3/2

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
田
畑
常
務
と
サ

ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
部
会
の
山
内
副
部

会
長
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
市
役
所
を

訪
れ
、今
年
の
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
の

出
荷
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
髙
岡
市

長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
」は
農
薬
や

肥
料
の
種
類
、量
な
ど
を
厳
し
く

管
理
し
て
栽
培
さ
れ
る
水
俣
・
芦

北
特
産
の
玉
ね
ぎ
で
、辛
味
が
少

な
く
、生
で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。田
畑
常
務
は「
今
年
の
出
来

は
上
出
来
。お
い
し
い
サ
ラ
た
ま

ち
ゃ
ん
を
ぜ
ひ
み
ん
な
に
食
べ
て

欲
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

春の火災発生を未然に防ぐ
春季火災予防運動出発式

熊本県緑化環境美化功労者表彰
市内から２団体が受賞

　

地
域
の
緑
化
や
環
境
美
化
活
動

に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
功
績
を

た
た
え
る
、県
の
緑
化
環
境
美
化

功
労
者
表
彰
を
受
け
た「
一
区
も
や

い
ふ
れ
あ
い
菜
園
」と「
ロ
ー
ド
ク

リ
ー
ン
水
俣
」の
会
員
ら
が
、髙
岡

市
長
へ
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
ま
し

た
。

　

一
区
も
や
い
ふ
れ
あ
い
菜
園
は

市
文
化
会
館
前
や
、も
や
い
館
前

の
芝
桜
の
管
理
な
ど
の
緑
化
活
動
、

ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
水
俣
は
丸
島
町

付
近
、海
岸
道
路
の
ご
み
拾
い
な

ど
の
継
続
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
１
日
〜
７
日
の「
春
の
全

国
火
災
予
防
運
動
週
間
」の
開
始

日
に
合
わ
せ
て
、水
俣
芦
北
広
域

行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
で
、春

季
火
災
予
防
運
動
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
髙
岡
市
長
、松
本
消
防

長
、開
田
消
防
団
長
を
始
め
、市
消

防
団
員
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

３
月
は
全
国
的
に
見
て
、一
年
の

中
で
最
も
火
災
の
多
い
月
で
、２

番
目
に
多
い
月
は
４
月
と
な
っ
て

い
ま
す
。火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

3/1 2/28

▲県内 4団体が表彰を受け、その内 2団体が水俣市からでした▲出発式の後、市消防団は市内各地を巡回し、注意を呼びかけました

　

自
衛
隊
家
族
会
水
俣
・
芦
北
地

区
協
議
会
が
主
催
す
る「
自
衛
隊

入
隊
予
定
者
合
同
激
励
会
」が
、も

や
い
館
で
行
わ
れ
、入
隊
予
定
者

が
激
励
を
受
け
ま
し
た
。今
年
度

の
入
隊
予
定
者
は
中
村
夏
野
さ
ん
、

前
川
詩
己
さ
ん
、庄
山
颯
輝
さ
ん

の
３
人
で
、と
も
に
市
内
在
住
の

高
校
生
で
す
。

　

激
励
を
受
け
た
中
村
さ
ん
は

「
国
防
の
た
め
に
、一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。家
族
と
離
れ
る
の
は
寂

し
い
け
ど
、応
援
し
て
欲
し
い
」と

自
衛
隊
入
隊
へ
向
け
て
、希
望
と

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

まちのわだい
劇団四季ファミリーミュージカル

人間になりたがった猫 公演
県内第１号！ 袋地区柑橘栽培
 農業経営継承に関する覚書締結式

　

く
ま
も
と
農
業
経
営
継
承
支
援

セ
ン
タ
ー
と
地
域
関
係
機
関
が
連

携
し
て
取
り
組
む
、農
業
経
営
に

お
け
る
継
承
支
援
に
お
い
て
、県

内
第
１
号
と
な
る
継
承
の
た
め
の

覚
書
締
結
式
が
、市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

移
譲
者
は
袋
地
区
で
長
年
、柑

橘
の
栽
培
を
行
っ
て
き
た
鶴
田
徹

夫
さ
ん
で
、継
承
者
は
大
津
町
出

身
の
冨
森
識の
り
ひ
ろ弘
さ
ん
で
す
。

　

冨
森
さ
ん
は「
半
世
紀
以
上
、大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
鶴
田
さ
ん
の

柑
橘
栽
培
を
引
き
継
ぎ
、精
一
杯

頑
張
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

市
は
、市
文
化
会
館
で
、劇
団
四

季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
人

間
に
な
り
た
が
っ
た
猫
」を
開
き
ま

し
た
。

　

物
語
の
主
人
公
は
、魔
法
使
い

に
人
間
の
姿
に
変
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
猫
、ラ
イ
オ
ネ
ル
。元
々
人

間
に
な
り
た
か
っ
た
ラ
イ
オ
ネ
ル

は
町
で
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会

い
、人
間
の
心
を
知
り
ま
す
。命
の

大
切
さ
や
仲
間
の
素
晴
ら
し
さ
を

教
え
て
く
れ
る
物
語
で
し
た
。

　

躍
動
感
あ
る
ダ
ン
ス
や
心
に
訴

え
る
歌
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
セ
ッ
ト

に
観
客
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

2/23 2/21

▲移譲者の鶴田徹夫さん（右）と継承者の冨森識弘さん（左）▲ライオネル（前列右）と出会った仲間たち

地域の危険な場所を小学生が調査
水俣一小地域安全マップづくり

2/27

　

水
俣
第
一
小
学
校
の
４
年
生
児

童
が
、
通
学
路
や
遊
び
場
な
ど
の

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を

行
い
ま
し
た
。
学
校
職
員
、
保
護

者
、
地
域
の
協
力
者
、
学
校
運
営

協
議
会
委
員
な
ど
が
同
行
し
、
危

険
箇
所
や
「
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
」
の
場
所
を
調
べ
、
地
図
に
書

き
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
へ
の

参
加
も
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
学
校
で
は
、
こ
の
活
動

を
校
内
や
地
域
で
広
め
て
、
よ
り

安
心
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
役
立

て
て
い
く
そ
う
で
す
。

▲危険箇所や子ども１１０番の家のステッカーを地図に記録しました ▲練習後、児童たちはサインを貰って嬉しそうでした

２人のトップアスリートが指導
ソフトテニスクリニック

2/23

　

ハ
ー
ト
リ
ン
ク
水
俣
は
、県
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
・
ミ
ズ
ノ
グ

ル
ー
プ
と
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

の
協
力
の
も
と
、エ
コ
パ
ー
ク
水

俣
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
。

コ
ー
チ
と
し
て
、プ
ロ
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
の
船
水
雄
太
さ
ん
と
、カ

ン
ボ
ジ
ア
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
代
表

チ
ー
ム
で
コ
ー
チ
を
務
め
る
荻
原

雅
人
さ
ん
を
招
き
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
市
内
で
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
を
行
う
小
中
学
生
計
60
人
が
参

加
。ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
技
術
を

学
ぼ
う
と
、真
剣
な
表
情
で
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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市からの
お知らせ

（２月末日現在）

前月比 前年
同月比

人口 2,2625人 ▲ 37 ▲ 565

男性 10,568人 ▲ 12 ▲ 264

女性 12,057人 ▲ 25 ▲ 301

世帯数 11,226世帯 ▲ 16 ▲ 158

人の動き

水
俣
病
慰
霊
式

　

水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く
な
ら

れ
た
全
て
の
生
命
に
慰
霊
の
祈
り
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
環
境
再
生
・
創
造
を

誓
う
た
め
、水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
を

行
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
１
日
㈪　

13
時
30
分
〜

（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地

「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
前

　

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
下
表
の
と
お
り
）

問
環
境
課
☎
61
・
１
６
１
２

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
を
開
催

し
ま
す

コース ①袋・月浦 ②湯出 ③久木野・葛渡

経
　
路

12:20
茂道漁港
バス停

12:25
袋中学校前
バス停

12:30
貝汁味処
南里前

12:40
湯堂公園

12:50
産交出月
バス停

（共同運輸前）

12:20
湯出小学校

12:40
西念寺前

12:47
二中前

12:50
二小前

（昭和・白浜町
線沿い）

12:55
おれんじ鉄道
水俣駅前

12:00
久木野愛林館

12:15
葛渡小学校前

（国道268号沿い）

12:20
旧石坂川
小学校入り口

（国道268号沿い）

12:30
気子バス停

12:40
一中前バス停

12:45
一小前

12:50
南国交通車庫前
（浜町）

慰霊式 送迎バス運行表（会場到着時間 13:00）

※市外は津奈木・芦北コースもあります。詳しくは問い合わせて
ください。
※慰霊式終了後は、逆コースで運行します。

◆税務課
　市民税係☎61-1610
　固定資産税係☎61-1620
　収納対策室☎61-1630
◆市民課
　戸籍住民係☎61-1611
　年金医療保険係☎61-1633
◆環境課
　環境もやい推進係☎61-1612
　環境衛生室☎61-1613
　環境クリーンセンター☎62-4101
◆いきいき健康課
　健康推進室☎62-3028
　高齢介護支援室☎63-3051
◆福祉課
　総務係☎61-1640
福祉支援室（障がい者支援）☎61-1650
　　　　　　（子育て支援）☎ 61-1660
　生活支援係☎61-1670
◆都市計画課建築住宅室☎61-1621
◆土木課道路公園管理室☎61-1625
◆上下水道局給水サービス係☎63-2604
◆教育課　学校教育室☎61-1636

※その他の窓口は☎63-1111 へ
　お尋ねください。
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★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左の二次元コードを使ってアクセスできます

４
月
23
日
㈰
は
、
水
俣
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
投
票
日
で
す

選
挙

◆
投
票
で
き
る
人

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

○
日
本
国
民

○
平
成
17
年
４
月
24
日
以
前
生
ま
れ

○
令
和
５
年
１
月
15
日
ま
で
に
水
俣
市

　

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
人

※
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
転
出
前
は
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

◆
４
月
14
日
㈮
か
ら
投
票
所
入
場
整

理
券（
は
が
き
）
を
郵
送
し
ま
す

　

投
票
所
に
入
る
時
に
、
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
紛

失
な
ど
で
手
元
に
な
い
場
合
は
、
投
票

所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
選

挙
人
名
簿
登
録
者
本
人
と
確
認
で
き
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
日
当
日
の
投
票
方
法

■
投
票
所
・
投
票
時
間

　

投
票
所
入
場
整
理
券
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
市
内
間
の
転
居
届
を
４
月
11
日
（
入

場
券
処
理
日
に
よ
る
）
以
降
に
提
出
し

た
人
は
、
転
居
前
の
地
区
の
投
票
所
に

な
り
ま
す
。

■
投
票
用
紙
の
記
入
方
法

　

投
票
し
た
い
立
候
補
者
の
氏
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
票

■
日
時

４
月
23
日
㈰　

21
時
〜

■
場
所

市
総
合
体
育
館
大
ア
リ
ー
ナ

●
期
日
前
投
票

■
期
間

４
月
17
日
㈪
〜
４
月
22
日
㈯

■
時
間　

８
時
30
分
〜
20
時

■
場
所　

市
役
所
１
階
多
目
的
室

■
準
備
物　

投
票
所
入
場
整
理
券

※
届
い
て
い
る
場
合
は
、
裏
面
の
宣
誓

書
欄
を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
不
在
者
投
票

■
期
間

４
月
17
日
㈪
〜
４
月
22
日
㈯

　

病
気
に
よ
る
入
院
や
仕
事
な
ど
で
市

外
に
滞
在
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
期
日
前
投
票
に
も
行
け
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
早
め
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
指
定
病
院
な
ど
で
行
う
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
が
指
定
し
た
施
設（
※
）

に
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
施
設
内
で

投
票
で
き
ま
す
。

※
市
内
の
指
定
施
設
は
、
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
病
院
、
恵
愛
園
、
白

梅
の
里
、
や
す
ら
ぎ
苑
、
明
水
園
、
和

光
苑
、
尚
光
苑
、
生
喜
の
里
で
す
。
市

外
で
も
指
定
を
受
け
た
施
設
で
あ
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。

■
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
滞
在
地（
市
外
）

で
行
う
不
在
者
投
票

　

水
俣
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票

用
紙
な
ど
を
取
り
寄
せ
て
、
滞
在
先
の

市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
の
請

求
方
法
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

郵
送
期
間
な
ど
を
み
て
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
重
度
の
障
が
い
者
・
要
介
護
５
の
人

の
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
持
ち
、
両
下
肢
や
内
臓
機
能

な
ど
に
一
定
の
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
、
ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人
は
、

「
郵
便
等
投
票
証
明
書（
※
）」
の
交
付

を
受
け
て
い
れ
ば
、
自
宅
な
ど
で
投
票

用
紙
に
記
入
し
て
郵
送
で
き
ま
す
。

　

自
分
で
投
票
用
紙
に
記
載
で
き
な
い

人（
上
肢
や
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
な
ど
）は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管

理
委
員
会
に
届
け
出
た
人
に
、
投
票
用

紙
へ
の
記
載
を
さ
せ
る
こ
と（
代
理
記

載
）が
で
き
ま
す
。

※
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
な
ど
、

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
選
挙
公
報

　

候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
選

挙
公
報
は
、
４
月
18
日
頃
か
ら
、
自
治

会
を
通
じ
て
各
戸
に
配
布
し
、
次
の
市

の
施
設（
市
役
所
、
図
書
館
、
公
民
館
、

お
れ
ん
じ
館
、
葛
彩
館
、
ほ
た
る
の
湯
、

愛
林
館
）に
備
え
置
く
予
定
で
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

※
投
票
所
地
図
、
期
日
前
投
票
、
不
在

者
投
票
、
投
票
・
開
票
の
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
61
・

１
６
４
１

駐車場

会場

市役所庁舎

国
道
３
号

至
芦
北

多目的室

バス待合所

蘇峰
記念館蘇峰公園●

至
出
水
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国
の
方
針
で
マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人

で
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本

人
の
意
思
に
反
し
て
マ
ス
ク
の
着
脱
を

強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
高
齢
者
な
ど
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

マ
ス
ク
の
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
場

所
や
、
事
業
者
か
ら
、
事
業
場
で
の
感

染
対
策
上
な
ど
の
た
め
、
利
用
者
ま
た

は
従
業
員
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
場
所

○
医
療
機
関

○
高
齢
者
施
設
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
が

　

高
い
人
が
生
活
す
る
施
設

○
混
雑
し
た
電
車
や
バ
ス
の
車
内

※
全
員
着
席
が
可
能
な
場
合
を
除
く

■
注
意
点

○
子
ど
も
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、

　

す
こ
や
か
な
発
育
・
発
達
の
妨
げ
と

　

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

○
感
染
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
場
合

　

は
、
一
時
的
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
呼

　

び
掛
け
る
な
ど
、
感
染
対
策
を
求
め

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
き
い
き
健
康
課
☎
63
・
３
２
０
２

◆
こ
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
で
、
対
象
者
は
接
種
を

受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
予
防
接
種
は
対
象
期
間
が
短
い

た
め
、
受
け
ら
れ
る
月
齢
に
達
し
た
ら

早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
ロ
タ

■
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス

◯
対
象
者　

生
後
６
週
〜
６
カ
月　
　

　
（
標
準　

生
後
２
カ
月
〜
）

◯
接
種
方
法

27
日
以
上
の
間
隔
で
２

　

回
接
種

■
ロ
タ
テ
ッ
ク

◯
対
象
者　

生
後
６
週
〜
８
カ
月

　
（
標
準　

生
後
２
カ
月
〜
）

◯
接
種
方
法

27
日
以
上
の
間
隔
で
３

　

回
接
種

※
初
回
接
種
は
、
生
後
２
カ
月
〜
14
週

６
日
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
Ｂ
Ｃ
Ｇ

○
対
象
者　

生
後
12
カ
月
ま
で

　
（
標
準　

５
〜
８
カ
月
）

○
接
種
方
法　

１
回
接
種

③
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

○
対
象
者

▼
１
期　

１
歳
〜
２
歳
未
満

▼
２
期　

小
学
校
就
学
前
の
１
年（
平

　

成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
）

○
接
種
方
法　

１
回
ず
つ
接
種

★
令
和
５
年
４
月
か
ら
四
種
混
合
の
接

種
開
始
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

百
日
せ
き
に
よ
る
乳
児
の
重
症
化
予

防
の
観
点
か
ら
、
接
種
開
始
が
生
後
３

カ
月
以
上
か
ら
生
後
２
カ
月
以
上
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。

※
他
に
も
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、

Ｂ
型
肝
炎
、
水
痘
、
日
本
脳
炎
、
二
種

混
合
、子
宮
頸
が
ん
と
い
う
大
事
な
予

防
接
種
が
あ
り
ま
す
。
接
種
方
法
な
ど
、

不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

★
予
防
接
種
を
受
け
る
際
の
注
意
点

○
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
提
示
し

　

て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
を
持
っ
て
い

　

な
い
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行

　

で
き
ま
す
。

○
保
護
者
同
伴
で
接
種
を
受
け
て
く
だ

　

さ
い
。
同
伴
が
で
き
な
い
場
合
は
、

　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
お
と
な
の
定
期
予
防
接
種

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
が
あ
り
ま
す
。
対

象
者
で
希
望
す
る
人
は
、令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
に
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
・

　

呼
吸
器
の
機
能
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

　

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
る
免
疫
の

　

機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人

○
65
歳（
昭
和
33
年
４
月
２
日
〜
昭
和

34
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
70
歳（
昭
和
28
年
４
月
２
日
〜
昭
和

29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
75
歳（
昭
和
23
年
４
月
２
日
〜
昭
和

24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
80
歳（
昭
和
18
年
４
月
２
日
〜
昭
和

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
85
歳（
昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
昭
和

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
90
歳（
昭
和
８
年
４
月
２
日
〜
昭
和

　

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
95
歳（
昭
和
３
年
４
月
２
日
〜
昭
和

　

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
１
０
０
歳
（
大
正
12
年
４
月
２
日
〜

　

大
正
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
接
種
料
金　

２
６
０
０
円（
生
活
保

護
受
給
者
は
事
前
申
請
に
よ
り
無
料
）

◆
個
別
予
防
接
種
委
託
医
療
機
関

問
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
３
２
０
２

対
象
者
は
早
め
の
接
種
を

令
和
５
年
度
予
防
接
種

▲
予
防
接
種
を
行
う
医
療
機

関
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断

が
基
本
と
な
り
ま
し
た
！

健
康
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医
療
機
関
の
受
診
や
薬
局
で
薬
を
も

ら
う
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
休
日
や
夜
間
に
救
急
外
来
を
受
診
す

　

る
こ
と
で
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
者

　

へ
の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
他
、
支

　

払
う
医
療
費
の
負
担
が
割
増
料
金
に

　

よ
り
高
く
な
り
ま
す
。
体
調
が
す
ぐ

　

れ
な
い
場
合
は
、
軽
い
症
状
で
も
昼

　

間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し
て
お
き

　

ま
し
ょ
う
。

○
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
気
に

　

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
早
め
に
相
談
し

　

ま
し
ょ
う
。

○
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

　

診
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
の
負
担
が

　

高
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
検
査

　

や
投
薬
に
よ
り
、
か
え
っ
て
体
に
悪

　

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

　

り
ま
す
。
治
療
に
不
安
が
あ
る
と
き

　

は
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

　

品
）は
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能
・

　

効
果
を
持
ち
、
費
用
も
安
く
済
み
ま

　

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

　

す
る
場
合
は「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

　

品
希
望
カ
ー
ド
」を
医
療
機
関
や
薬

　

局
に
提
示
し
、
利
用
に
つ
い
て
相
談

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
複
数
の
薬
を
服
用
す
る
場
合
は
、
飲

　

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
副
作
用
が
強
く

　

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
お
薬
手

　

帳
」を
活
用
し
、
す
で
に
処
方
さ
れ

　

て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、

　

飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

薬
が
余
っ
て
い
る
場
合
は
、
医
師
や

　

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
☎
61
・
１
６
３
３

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

■
対
象　

水
俣
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

■
助
成
内
容　

１
人
１
日
１
回
ま
で
、

１
回
５
０
０
円
を
助
成
。
１
世
帯
あ
た

り
年
間
40
回
ま
で

■
準
備
物　

保
険
証
、
来
庁
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

■
対
象　

水
俣
市
内
在
住
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者

■
助
成
内
容　

１
人
１
日
１
回
ま
で
、

１
回
５
０
０
円
を
助
成
。
申
込
者
本
人

が
年
間
20
回
ま
で

■
準
備
物　

保
険
証
、
来
庁
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

◆
①
・
②
に
共
通
の
注
意
事
項

医
師
の
同
意
書
に
よ
り
、
は
り
・

き
ゅ
う
の
保
険
診
療
を
受
け
て
い
る

と
き
な
ど
は
、助
成
券
を
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

■
申
込
先　

問
い
合
わ
せ
先
に
同
じ

問
市
民
課
☎
61
・
１
６
３
３

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

の
仮
徴
収
は
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の

年
金
か
ら
、
２
月
に
年
金
か
ら
徴
収
さ

れ
た
額
と
同
額
を
天
引
き
し
ま
す
。
金

額
は
、
令
和
４
年
度
の
納
税
通
知
書
な

ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
年

税
額
は
７
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。
４

月
・
６
月
・
８
月
に
仮
徴
収
し
た
金
額

を
年
税
額
か
ら
差
し
引
き
、
残
り
の
額

を
10
月
・
12
月
・
令
和
６
年
２
月
の
３

回
に
分
け
て
特
別
徴
収
す
る
予
定
で
す
。

■
対
象
者

①
世
帯
主
が
令
和
４
年
度
中
に
65
歳
に

　

な
っ
た
人
の
う
ち
、令
和
５
年
４
月
・

　

６
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人（
該

　

当
者
に
は
、
通
知
書
を
送
付
予
定
）

②
令
和
５
年
２
月
の
国
民
健
康
保
険
税

　

が
特
別
徴
収
の
人（
※
）

※
特
別
徴
収
の
人
で
も
、
次
の
場
合
は

納
付
方
法
が
普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
）に
変
わ
り
ま
す
。

○
世
帯
主
が
、
令
和
５
年
度
中
に
75
歳

　

に
な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

　

移
行
す
る
世
帯

○
世
帯
主
変
更
や
65
歳
未
満
の
人
の
国

　

保
加
入
な
ど
、
世
帯
に
異
動
や
税
額

　

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

問
税
務
課
市
民
税
係
☎
61
・
１
６
１
０

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
、
納
付
書
に
印

字
さ
れ
る
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
て
、
全
国
の
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
対
応
金
融
機
関
や
対
応
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
か
ら
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー

ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

■
対
象
税
目　

固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）

問
税
務
課
収
納
対
策
室

☎
61
・
１
６
３
０

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費
助
成
券
を

交
付
し
ま
す

医
療
機
関
は

適
正
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

税

令
和
５
年
度
か
ら
市
税
の
納
付

方
法
が
増
え
ま
す

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
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不
動
産
登
記
法
の
改
正
に
伴
い
、
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
前
に

相
続
が
あ
っ
た
も
の
も
対
象
で
す
。

　

不
動
産
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
、
相
続
人
で
必
要
な
遺
産
分
割
を

行
い
、
相
続
登
記
を
速
や
か
に
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

問
熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局

☎
 ０
９
６
５
・
32
・
２
６
５
４
（
音
声

案
内
２
番
）

■
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈬

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
場
所　

市
役
所
２
階
税
務
課
４
番
窓
口

■
対
象
者　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

者
、
納
税
義
務
者
の
代
理
人
、
納
税
管

理
人

※
代
理
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、委
任

状
が
必
要
で
す
。

※
水
俣
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い

な
い
人
、資
産
を
所
有
し
て
い
て
も
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
（
免
税

点
未
満
）は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
準
備
物　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、免
許
証
、保

険
証
な
ど
）

■
手
数
料　

無
料

※
固
定
資
産
課
税
台
帳（
名な
よ
せ
ち
ょ
う

寄
帳
）
の

発
行
は
、１
件
３
０
０
円
で
す
。

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎
61
・

１
６
２
０

■
日
時
・
場
所　

左
表
の
と
お
り

■
対
象　

生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
（
法
に
よ
り
年
１
回
の
接
種
義
務

が
あ
り
ま
す
）

■
料
金
（
１
頭
あ
た
り
）

○
登
録
済
み
の
犬　

３
３
０
０
円

○
未
登
録
の
犬　

６
３
０
０
円

※
飼
い
主
が
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
場
合
は
、
一
頭
２
８
０
０
円
。

◆
飼
い
主
へ
の
お
願
い

○
犬
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
人
が
会

　

場
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
ふ
ん
は
、飼
い
主
が
責
任
を
持
っ

　

て
処
理
し
、持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
事
前
に
市
か
ら
問
診
票
が
届
い
て
い

　

る
人
は
、
記
入
し
て
注
射
会
場
で
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
病
院
の
場
合
は
、

　

問
診
票
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
予
防
注
射
は
動
物
病
院
（
市
外
を
含

　

む
）
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

◯
犬
が
死
ん
だ
と
き
や
譲
渡
し
た
と
き

　

は
、
環
境
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎
 61
・
１
６
１
３

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

の
縦
覧

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ

れ
ま
す

相
続

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

あ
な
た
の
地
区
に
参
り
ま
す

狂
犬
病

期　日 場　　所 時　　間

４
月
11
日
㈫

午
前

もやい館駐車場 9:10 ～ 9:40
総合体育館横児童公園 9:50 ～ 10:00
西念寺向かい側駐車場 10:10 ～ 10:20
水俣保健所 10:30 ～ 11:00
湯の児公民館前 11:20 ～ 11:30

午
後

田平加藤神社前 13:10 ～ 13:20
諏訪神社 13:30 ～ 13:50
深川公民館向かい側 14:00 ～ 14:10
薄原神社 14:20 ～ 14:30
葛渡集会所 14:40 ～ 14:50
石坂川集会所 15:00 ～ 15:10

12
日
㈬

午
前

消防団4部格納庫横（丸島町） 9:15 ～ 9:25
駅前広場ふれあい館 9:35 ～ 9:45
汐見町公民館横 9:55 ～ 10:05
おれんじ館駐車場 10:20 ～ 10:30
消防団17部格納庫前（袋） 10:45 ～ 10:55
茂道広場 11:05 ～ 11:15

午
後

初野神社 13:20 ～ 13:30
水俣環境アカデミア駐車場 13:45 ～ 13:55
内山公民館前 14:05 ～ 14:15
野川公民館 14:25 ～ 14:35
茂川公民館 14:50 ～ 15:00
木臼野公民館 15:15 ～ 15:25

13
日
㈭

午
前

市渡瀬集会所みらい館前 9:20 ～ 9:30
愛林館駐車場 9:50 ～ 10:05
半鐘塔前広場（大川） 10:30 ～ 10:45
消防団26部格納庫（越小場） 11:00 ～ 11:10

午
後

頭石コミュニティセンター 13:30 ～ 13:40
招川内公民館 13:55 ～ 14:05
湯の鶴公園 14:15 ～ 14:25
桜野上場公民館 14:40 ～ 14:50
旧石飛分校前 15:15 ～ 15:25

（表）狂犬病予防集合注射の日時・場所

税
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令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６
年
３
月

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
５
２
０
円
で
す
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
「
前

納
」が
お
得
で
す

　

口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

現
金
で
前
納
が
で
き
ま
す
。

※
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
口
座
振
替
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
前
納
の
新
規

申
込
は
２
月
で
終
了
し
ま
し
た
。

■
前
納
保
険
料
額
と
割
引
き
の
例（
現

金
納
付
の
場
合
）

○
２
年
前
納　

38
万
７
１
７
０
円

　
（
１
万
４
８
３
０
円
割
引
き
）

○
１
年
前
納　

19
万
４
７
２
０
円

　
（
３
５
２
０
円
割
引
き
）

○
６
カ
月
前
納　

９
万
８
３
１
０
円

　
（
８
１
０
円
割
引
き
）

■
納
付
書
の
発
送　

納
付
書（
毎
月
納

付
用
、１
年
前
納
用
、６
カ
月
前
納
用
）

は
、４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

発
送
さ
れ
ま
す
。

※
納
付
書
に
よ
る
２
年
前
納
は
、年
金

事
務
所
へ
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。
２

年
前
納
の
納
付
期
限
は
４
月
30
日
で
す
。

※
現
金
払
い
で
は
、
任
意
の
月
の
分
か

ら
令
和
６
年
３
月
末
ま
た
は
、
令
和
７

年
３
月
末
ま
で
を
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
八
代
年
金
事
務
所
☎
０
９
６
５
・

35
・
６
１
４
３

　

令
和
５
年
度
の
学
生
納
付
特
例
制
度

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

令
和
５
年
度
中
に
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
な
ど
に
通
う
学
生
で
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
人

■
申
請
窓
口　

市
民
課
年
金
医
療
保
険
係

（
市
役
所
２
階
３
番
窓
口
）

■
準
備
物　

学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）
ま

た
は
在
学
証
明
書（
原
本
）、来
庁
者
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、委
任
状（
来

庁
者
が
同
一
世
帯
で
な
い
場
合
）

※
令
和
４
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
人
で
、令
和
５
年
度
も
在

学
予
定
の
人
に
は
、日
本
年
金
機
構
が

は
が
き
形
式
の
申
請
書
を
４
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て

返
送
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
在
学
し
て
い
る
学
校
な
ど
に
変
更
が

あ
る
人
は
、窓
口
で
申
請
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課
☎
61
・
１
６
２
２　

◆
申
請
書
の
様
式
変
更

　

古
い
様
式
は
使
え
ま
せ
ん
。

◆
戸
籍
謄
本
の
提
出

　

こ
れ
ま
で
は
戸
籍
謄
本
ま
た
は
戸

籍
抄
本
の
い
ず
れ
か
の
提
出
で
し
た
が
、

今
後
は
戸
籍
謄
本
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
一
部
申
請
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　
「
新
規
申
請
」
と
、
旅
券
の
有
効
期

限
の
残
り
が
１
年
未
満
で
、
旅
券
の
記

載
事
項
を
変
更
し
な
い
場
合
に
新
た
な

旅
券
の
発
給
を
申
請
す
る「
切
替
申
請
」

は
、
電
子
申
請
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
ま
す
。
申
請
時
の
来
所
は
不

要
で
、
旅
券
を
受
け
取
る
と
き
に
来
所

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
査
証
欄
（
ビ
ザ
ペ
ー
ジ
）
の
増
補
の

廃
止

　

査
証
欄
に
余
白
が
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
発
給
申
請
が
必

要
で
す
。

○
有
効
期
間
が
元
の
旅
券
の
期
間
と
同

　

じ
「
残
存
有
効
期
間
同一旅
券
」

○
切
替
申
請
と
し
て
新
た
な
旅
券
（
有

　

効
期
間
５
年
ま
た
は
10
年
）

◆
一
部
手
数
料
の
加
算

　

旅
券
を
申
請
し
、
発
行
後
６
カ
月
以
内

に
受
領
せ
ず
同
旅
券
が
失
効
し
た
場
合
、

失
効
後
５
年
以
内
に
新
た
な
旅
券
を
申

請
す
る
際
は
６
千
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
市
民
課
☎
61
・
１
６
１
１

　

令
和
５
年
度
か
ら
防
災
士
の
協
力
に

よ
る
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
水
俣

市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
内
に
防

災
士
部
会
を
設
置
予
定
で
す
。

　

こ
の
部
会
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
防
災
士
を

募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容　

防
災
活
動
に
取
り
組
む

市
内
の
自
治
会
な
ど
に
向
け
た
防
災
講

演
や
地
区
防
災
訓
練
へ
の
助
言
な
ど

■
申
請
方
法　

危
機
管
理
防
災
課
（
市

役
所
３
階
20
番
窓
口
）
に
申
請

※
申
請
用
紙
は
危
機
管
理
防
災
課
窓
口

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
防
災
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間　

随
時

問
危
機
管
理
防
災
課
☎
61
・
１
６
０
４

年
金

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
万
６
５
２
０
円

お
知
ら
せ

▲
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
27
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）

の
発
給
申
請
手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

地
域
の
防
災
力
向
上
に
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
（
防
災
士
募
集
）
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市からのお知らせ

工事名 場所 期間 工事種別 概要 発注時期 発注
方法 主管課

防災行政無線拡声子局（頭石局）移設工事 湯出 90 電気通信
工事 防災行政無線の移設 第3四半期 入札 危機管理防災課

湯の鶴ほたる橋塗装修繕工事 湯出 150 塗装工事 橋梁の塗装修繕 第2四半期 入札 経済観光課

道の駅みなまた納品業者用通行路整備工事 月浦 30 土木一式
工事 納品業者用通行路の整備 第2四半期 入札 経済観光課

生態系に配慮した渚造成整備（護岸）工事 浜松町、塩浜
町、丸島町 180 土木一式工事 護岸工（Ｌ=72ｍ） 第2四半期 入札 経済観光課

水俣市企業支援センター空調機設置工事 浜松町 60 電気工事 空調機設置 第2四半期 入札 経済観光課

水俣市企業支援センター空調機設置工事 浜松町 60 電気工事 空調機設置 第2四半期 入札 経済観光課

総合体育館南部館 LED化工事 袋 90 電気工事 照明ＬＥＤ化工事 第2四半期 入札 スポーツ交流課

旧水俣第三中学校体育館ＬＥＤ化工事 平町 90 電気工事 照明ＬＥＤ化工事 第1四半期 入札 スポーツ交流課

水俣市立総合体育館大アリーナ空調等設備
工事 中央公園 300 建築一式工事 空調等設備工事 第1四半期 入札 スポーツ交流課

林道榎迫支線開設工事（5工区） 古里 180 土木一式工事 林道開設 第2四半期 入札 農林水産課

社会資本整備総合交付金事業
牧ノ内・大迫線道路改良工事 大迫 180 土木一式工事 道路改良工事 L=80.0m 第2四半期 入札 土木課

社会資本整備総合交付金事業
築地・丸島町線道路構造物補修工事 浜松町 210 土木一式工事

道路構造物補修工事
L=100.0 ｍ 第1四半期 入札 土木課

社会資本整備総合交付金事業
野川・袋線道路改良工事 袋 210 土木一式工事 道路改良工事 L=80.0m 第1四半期 入札 土木課

中尾山線道路排水対策工事 南福寺 180 土木一式工事
排水施設設置工事
L=100.0ｍ 第1四半期 入札 土木課

4災補河第 158号
侍川河川災害復旧工事 江添 150 土木一式工事 護岸復旧工事 L=35.9m 第1四半期 入札 土木課

4災補河第 157号
五女木川河川災害復旧工事 湯出 150 土木一式工事 護岸復旧工事 L=27.5m 第1四半期 入札 土木課

初野 1号線側溝改良工事 初野 120 土木一式工事 側溝改良工事　L=50.0m 第1四半期 入札 土木課

葛渡・野坂線道路整備工事 葛渡鬼岳 120 土木一式工事
道路整備工事
L=100.0m 第 1四半期 入札 土木課

南志水・野川線強化舗装工事 袋 120 舗装工事 舗装工事　L=100.0m 第1四半期 入札 土木課

八ノ窪・湯出線強化舗装工事 長崎 120 舗装工事 舗装工事　L=100.0m 第1四半期 入札 土木課

袋・福丸・西浦線強化舗装工事 袋 120 舗装工事 舗装工事　L=50.0m 第2四半期 入札 土木課

石坂川・越小場線強化舗装工事 越小場 120 舗装工事 舗装工事　L=200.0m 第2四半期 入札 土木課

八幡・築地線側溝改良工事 築地 120 土木一式工事 側溝改良工事　L=50.0m 第2四半期 入札 土木課

内山 1号線強化舗装工事 南福寺内山 120 舗装工事 舗装工事　L=80.0m 第3四半期 入札 土木課

令和５年度 水俣市発注予定工事（予定価格250万円以上）を公表します

　令和 5年度に市が予定している工事のうち、４月１日現在で予
定価格250万円以上のものを公表します。
※公表時点の予定です。発注時期など変更することがあります。

■表の見方
○第１四半期＝４月～６月
○第２四半期＝７月～９月
○第３四半期＝10月～12月
○第４四半期＝１月～３月

問 財政課契約管財係☎ 61-1605
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★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左の二次元バーコードを使ってアクセスできます

工事名 場所 期間 工事種別 概要 発注時期 発注
方法 主管課

道路局所管補助事業　藤城橋橋梁補修工事 薄原 120 土木一式
工事 橋梁補修工事 1式 第 1四半期 入札 土木課

交通安全施設設置工事 市内一円 120 土木一式
工事 交通安全施設設置工事 1式 第 3四半期 入札 土木課

中尾山公園展望台改修工事 長野 150 建築一式
工事 展望台塗装など 第 2四半期 入札 都市計画課

水俣市営牧ノ内団地６号棟建設建築主体工事 牧ノ内 270 建築一式
工事

6号棟建設に係る建築主体工
事（構造など：鉄筋コンクリー
ト造 2階建て、戸数：10戸、
延べ床面積：約 736㎡）

第 2四半期 入札 都市計画課

水俣市営牧ノ内団地６号棟建設電気設備工事 牧ノ内 270 電気工事 6号棟建設に係る電気設備
工事（構造など：同上） 第 2四半期 入札 都市計画課

水俣市営牧ノ内団地６号棟建設機械設備工事 牧ノ内 270 管工事 6号棟建設に係る機械設備
工事（構造など：同上） 第 2四半期 入札 都市計画課

水俣市営袋駅前団地解体工事 袋 90 解体工事
1・2号棟の解体工事（構造
等：ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造平屋建て、
２棟８戸、1棟当たりの延べ
床面積：約 130㎡）

第 3四半期 入札 都市計画課

鶴田分区雨水枝線改良工事 陣内 120 土木一式
工事 フラップゲート設置 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

丸島雨水幹線護岸補修工事 丸島町 90 土木一式
工事 護岸補修工事 第 1四半期 入札 上下水道工

務課

多々良雨水幹線ネットフェンス更新工事 多々良町 90 土木一式
工事 ネットフェンス更新工事 第 1四半期 入札 上下水道工

務課

百間雨水ポンプ場フラップゲート撤去工事 汐見町 120 解体工事 フラップゲート撤去工事 第 1四半期 入札 上下水道工
務課

石坂川第一配水池次亜滅菌設備更新工事 石坂川 120 機械器具
設置工事 次亜滅菌設備更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

神川配水池次亜滅菌設備更新工事 袋 120 機械器具
設置工事 次亜滅菌設備更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

鶴配水池次亜滅菌設備更新工事 久木野 120 機械器具
設置工事 次亜滅菌設備更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

湯の児水源地次亜滅菌設備更新工事 浜 150 機械器具
設置工事 次亜滅菌設備更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

古城配水池配水流量計更新工事 古城 210 機械器具
設置工事 配水流量計更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

古城配水池計装盤更新工事 古城 210 電気工事 計装盤更新 第 2四半期 入札 上下水道工
務課

第 1水源地急速ろ過機更新工事 古城 600 機械器具
設置工事 急速ろ過機更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

大園町送配水管更新工事 大園町 180 水道施設
工事 送配水管更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

塩浜町地内配水管更新工事 塩浜町 90 水道施設
工事 配水管更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

第 1水源地内導水管更新工事 古城 120 水道施設
工事 導水管更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

古里地内配水管更新工事 古里 120 水道施設
工事 配水管更新 第 2四半期 入札 上下水道工

務課

水俣市立水俣第二中学校体育館屋根改修工事 塩浜町 270 建築一式
工事

体育館の屋根を改修する工
事 第 1四半期 入札 教育課（学

校教育室）
水俣市立袋小中学校体育館照明ＬＥＤ改修工
事 袋 60 電気工事 体育館の水銀灯をＬＥＤ照明

に改修する工事 第 1四半期 入札 教育課（学
校教育室）

水俣市立久木野小学校体育館照明ＬＥＤ改修
工事 久木野 60 電気工事 体育館の水銀灯をＬＥＤ照明

に改修する工事 第 1四半期 入札 教育課（学
校教育室）

徳富蘇峰・蘆花生家台風被害に伴う災害復旧
工事 浜町 180 左官工事 台風被害に伴う漆喰壁の修

繕 第 1四半期 入札 教育課（生
涯学習室）

冷温水機更新工事（R-3） 天神町 120 電気工事 空調設備更新 第 1四半期 入札 総務課
リハビリ館空調設備更新工事 天神町 180 電気工事 空調設備更新 第 1四半期 入札 総務課
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水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

●こころの健康相談
（14:00～ 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

● 1 歳６カ月児健診
　【令和 3年 9月生】
（12:45～ 市保健センター）

●６カ月児健診
　【令和 4年 9月生】
（12:45～ 市保健センター）

●こころの健康相談
（14:00～ 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

■法律相談
（10:30 ～12:30

市民相談室）
※要予約☎ 61-1640

■八代年金事務所出張相談
（10:00～15:00 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

● 3 歳６カ月児健診
　【令和元年 9月生】
（12:45～ 市保健センター）

■水俣漁師市
（９:00 ～ 丸島新港）

■すまいる食堂
（11:00 ～13:00
　市ふれあいセンター）

■子ども地域食堂ポパイ
（11:00 ～12:30

　オリーブの木）

■行政相談
（9:00 ～12:00

市民相談室）
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■もの忘れ相談会
（8:30 ～17:15
  地域包括支援センター）

◆熊本県議会議員一般
　選挙
　期日前・不在者投票
（8:30 ～ 20:00
　市役所1階多目的室）
　　　　　　【～ 4/8】

■手話奉仕員養成講座
（19:00~21:00

　市公民館）
【～ 8/2（毎週水曜日）】

■熊本県還暦軟式野球
　春季水俣大会
（9:00 ～エコパーク水俣

野球場）【～ 4/9】

■M FEST
（12:00 ～エコパーク水俣

野外ステージ）
【～ 4/9 10:00~】

■シルバーコーラス
（10:00 ～11:30
もやい館３階もやいホール）
【～9月の第2・4水曜日】

■韓国料理教室
（13:30 ～

市ふれあいセンター）

■知って得する
　節約術教室
（13:30 ～

市ふれあいセンター）
【4/22　11:00 ～】

◆第 23回熊本オープン
　アルティメットトーナ
　メント（エコパーク水俣）

【～ 4/23】

■水俣ローズフェスタ・
　春 2023
（エコパーク水俣バラ園）

【～ 5/21】

■青空らくがき大会
（10:00 ～ 12:00

市立図書館前広場）

■春の古本市
（9:30 ～ 16:00

市立図書館）
【～ 5/7（5/1 は休館）】

■八代年金事務所出張相談
（10:00～15:00 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

■道の駅みなまた
　リニューアル 1周年
　記念イベント
（9:00 ～17:00

道の駅みなまた）
【～ 4/23】

■はつ恋マルシェ
（10:00 ～16:00
初恋通り商店会）【～ 4/16】

○当番医・当番薬局は変更になる
　ことがあります。受診前に、電
　話で確認してください。
○イベントなどの日時や場所は変
　更になることがあります。

当番医

日 当番医

2 たなか耳鼻科・眼科クリニック
☎ 62-8777

9 水俣協立病院
☎ 63-1704

16 渕上クリニック
☎ 63-6552

23 大石皮ふ科クリニック
☎ 68-9636

29 てらさきクリニック
☎ 63-1200

30 佐藤クリニック
☎ 69-3007

日 当番薬局

2

おれんじ薬局
☎ 63-9388
みなまた駅前薬局
☎ 68-2155

9

平和薬局センター店
☎ 62-0230
さくら薬局
☎ 63-7100

16

あかね薬局
☎ 68-2356
なのはな調剤薬局
☎ 63-5627

23

日本調剤水俣薬局
☎ 68-2193
やまだ薬局
☎ 68-9436

29

おれんじ薬局
☎ 63-9388
ポピー薬局
☎ 62-6771

30

平和薬局センター店
☎ 62-0230
あじさい薬局
☎ 62-1172

当番薬局

日 Sun 月 Mon 火 Tue

■クノンボール
　エクササイズ教室
（13:30 ～
　市ふれあいセンター）

44月月

卯月

●母子手帳交付・育児相談
（8:30～13:00

市保健センター）

■行政相談
（9:00 ～12:00

市民相談室）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30～13:00

市保健センター）

■税務相談
（13:00 ～16:00

市民相談室）

● 4 カ月児健診
　【令和 4年 12月生】
（12:45～ 市保健センター）

■若者サポートステーショ
　ンやつしろ出張相談会
（13:30～ 16:30

ハローワーク水俣）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30～13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30～13:00

市保健センター）

2 3 4

9 10

11

17
18

25

16

23

24

◆熊本県議会議員一般
　選挙投票日
（7:00 ～ 20:00
   【一部 ～ 19:00】

市内 22投票所）
◆熊本県議会議員一般
　選挙開票
（21:00~ 総合体育館）

■中尾山桜祭り
（11:00 ～15:00

中尾山公園）

■合唱団みなまた
　第 21回定期演奏会
（14:00 ～

市文化会館）

◆春季クラス別選手権
　ソフトボール大会
（エコパーク水俣ソフト
ボール場A）【～ 4/15】

■狂犬病予防集合注射
（9:10～　市内32カ所）

【～ 4/13】

◆水俣市議会議員一般
　選挙
　期日前・不在者投票
（8:30 ～ 20:00
　市役所1階多目的室）
　　　　　【～ 4/22】

◆総合体育館温水プール
　休業【～ 4/20】

◆水俣市議会議員一般
　選挙投票日
（7:00 ～ 20:00
   【一部 ～ 19:00】

市内 22投票所）
◆水俣市議会議員一般
　選挙開票
（21:00~ 総合体育館）

30
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　水道や下水道に関して、これまでに市民の皆さんなどから問い合わせの多かった内容をまとめましたのでお知ら
せします。また、水俣市上下水道局ホームページにはこの他にもさまざまな情報を掲載しています。

　家の中に引き込まれた給水管や蛇口などを「給水装置」といいます。この「給水装置」は個人が所有し
管理する個人の財産ですが、衛生上重要な設備であるため、法律により基準が定められています。基準を守
り安心・安全な水道水を使えるよう、給水装置の工事や修理などは指定工事事業者に依頼してください。また、
下水道を使用しているトイレやお風呂などの排水設備の工事や修理などについても同様です。
※指定工事事業者は左ページの一覧表（市内事業者のみ掲載）を確認ください。

家庭の水道工事などは指定工事事業者に依頼を！

　お客さまに安心して水俣市の水道水を利用していただけるよう、令和 5年度の水質検査計画を策定しまし
たので公表します。公表の内容については、水俣市上下水道局ホームページ及び窓口で閲覧できます。
▶上下水道局ホームページ　http://www.minamata-waterworks.jp/

水質検査計画を策定しました

　蛇口やトイレなど少量の漏水（水漏れ）を「これくらいなら…」と見過ごしていませんか。漏水を放置して
おくと料金が高額になる場合があります。毎月の検針票を見て、いつもより水道料金が増えていることに疑
問を感じたら、まず自分で漏水チェックをしてみてください。

＜自分でできる漏水チェック＞
①家中の蛇口などを閉めて水道を使わない状態にする
②水道メーターのパイロット部分を確認する
※どの蛇口も使用していないのにパイロットが回っている場合は、漏水の疑いが
ありますので上下水道局まで連絡してください。

漏水していませんか？

①引っ越しをするとき　②水道の使用者や所有者が変わるとき　③長期間水道を使用しないとき　　
④料金の請求先や振替口座が変わるとき　⑤水道を再び使用するとき
⑥給水装置や排水設備に異常があるとき　⑦家屋等を解体するとき

こんな時は上下水道局に連絡が必要です

上下水道局からのお知らせです

■料金・漏水関係
　給水サービス係☎ 63-2604
■工事・水質関係
　水道工務係☎ 63-2234、下水道工務係☎ 61-1626
■受付時間　
　平日8:30～ 17:15

★上下水道局の営業時間外に水道の
開栓・漏水などがある場合の問い合わせ先
㈲三友設備☎ 63-0760
※ 6月1日以降は、当番店が変わる場合があります。
■受付時間
　平日17:15～ 21:00、土日祝日８:30～ 21:00

問い合わせ先

パイロット
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番
号

指定
指定工事店 住所 電話番号

水道 下水道
1 ◯ ◯ ㈲三友設備 浜松町 5-13 ☎ 63-0760
２ ◯ ◯ ㈱コーケン 月浦 54-156 ☎ 62-0011
３ ◯ ◯ ㈲日の出建材 百間町 2-3-22 ☎ 63-4551
４ ◯ ◯ 坂田建設㈱ 丸島町 1-1-18 ☎ 63-2900
５ ◯ ー ㈱田中設備 丸島町 2-7-21 ☎ 63-7383
６ ◯ ◯ ㈲村上電気水道設備 白浜町 3-21 ☎ 63-2272
７ ◯ ◯ 立尾電設㈱ 初野 75-1 ☎ 63-4336
８ ◯ ◯ ㈱クキタ 浜松町 5-33 ☎ 63-1155
９ ◯ ◯ ㈲開田建設 白浜町 18-18 ☎ 63-3346
10 ◯ ◯ ㈾前田鉄工所 陣内 1-2-15 ☎ 63-2071
11 ◯ ◯ ㈱岩井建設 越小場 1077 ☎ 69-0119
12 ◯ ー ㈾野口建材店 栄町 1-1-8 ☎ 63-1165
13 ◯ ◯ ㈲水俣空調サービス 浜松町 5-13 ☎ 63-8755
14 ◯ ー 飯塚電機工業㈱水俣営業所 古賀町 2-5-29 ☎ 63-8256
15 ◯ ◯ 藤井設備 湯出 1425-1 ☎ 68-0027
16 ◯ ◯ 上野建設㈲ 百間町 2-1-30 ☎ 62-3708
17 ◯ ◯ ㈱三宅組 南福寺 2-52 ☎ 63-2004
18 ◯ ー ㈲宮本ガス商会 塩浜町 7-68 ☎ 63-2481
19 ◯ ◯ 庄山設備 古城 3-2-5 ☎ 62-0429
20 ◯ ◯ 吉田硝子建創㈱ 平町 2-4-7 ☎ 63-0802
21 ◯ ◯ 中島建設㈱ 月浦 4-11 ☎ 62-3009
22 ◯ ー 太陽電気㈱水俣支店 ひばりケ丘 2-31 ☎ 63-3141
23 ◯ ◯ 南部環境㈱ 月浦 367-1 ☎ 63-6144
24 ◯ ー 水俣ガス㈲ 港町 1-3-15 ☎ 63-3291
25 ◯ ー 緒方工業㈱ 塩浜町 7-55 ☎ 63-2414
26 ◯ ◯ 成木 大園町 3-1-31 ☎ 63-7665
27 ◯ ◯ ㈲緒方建設 牧ノ内 7-1 ☎ 63-1309
28 ◯ ー ㈱九電工水俣営業所 初野 365-2 ☎ 63-2196
29 ◯ ー ㈱Misumi ミスミガス水俣支店 長野町 530-1 ☎ 61-1555
30 ◯ ー JNCセントラル㈱ 丸島町 1-2-15 ☎ 63-5282
31 ◯ ー 塩崎設備 浜町 2-3-36 ☎ 62-5743
32 ◯ ◯ ㈱古里建設 湯出 1947-24 ☎ 68-0567
33 ◯ ◯ 水道設備屋 ひぃちゃん 袋 2899 ☎090-3884-6786
34 ◯ ◯ ㈾堤田建設 浜町 3-9-10 ☎ 62-3461
35 ◯ ◯ 徳南建設㈱ 浜松町 56-1 ☎ 63-3397
36 ◯ ー アストモスリテイリング㈱水俣営業所 袋 426-2 ☎ 63-8910
37 ◯ ◯ （同）紡工務店 袋 594-7 ☎ 83-9052
38 ◯ ◯ 田上工業 梅戸町 1-1-11 ☎090-6295-2240
39 ◯ ◯ （同）えーる 汐見町 1-4-33 ☎ 62-4316
40 ○ ー 中村設備 葛渡 757 ☎ 67-1970
41 ー ◯ ㈲松本工務店 古城 3-8-29 ☎ 63-4215
42 ー ◯ ㈱坂口組 洗切町 14-1 ☎ 63-3266
43 ー ◯ （資）梅男建設 旭町 1-3-3 ☎ 62-3968
44 ー ◯ 前田工業 南福寺 4-21 ☎ 62-5864
45 ー ◯ ㈱環境総合技術センター 古賀町 2-12-7 ☎ 63-0110
46 ー ◯ ㈲岡﨑建設 浦上町 1-25 ☎ 63-4201

市内指定工事事業者一覧
令和 5年３月31日現在
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ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
考
え
て

い
る
人
、
必
見
で
す
！

●
合
併
処
理
浄
化
槽
っ
て
何
？

　

ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
な
ど
か

ら
の
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
し
て

放
流
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。
設

置
す
る
と
家
の
周
り
の
臭
い
や
汚

れ
が
減
り
、
生
活
環
境
が
良
く
な

り
ま
す
。

●
補
助
の
内
容
は
？

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
住
宅
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
し
尿
の
み
を
処
理
す

る
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

便
槽
か
ら
の
転
換
に
つ
い
て
は
、

補
助
基
本
額
に
補
助
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
表
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
を
申
請
で
き
る
の
は

ど
ん
な
人
？

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
、
住
宅
な
ど
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
が
対

象
で
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
本

人
が
生
活
の
本
拠
と
し
て
居
住
す

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

●
補
助
金
申
請
の
期
限
日
は
？

　

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
で
す
。

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

●
施
工
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

浄
化
槽
の
基
礎
に
既
製
底
板
コ

ン
ク
リ
ー
ト（
Ｐ
Ｃ
板
）
を
使
用

す
る
場
合
は
、
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
局
☎
61
・
１
６
２
７

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
人
に

補
助
金
が
あ
り
ま
す

環
境
に
や
さ
し
い
し

う
ち
も
や
る
か
！

浄化槽の種類 補助基本額
（Ａ）

単独処理浄化槽又はくみ取り便槽転換加算額（上限）

撤去
（B）

宅内配管
（C）

５人槽 332,000円

90,000円 300,000円７人槽 414,000円

10人槽 548,000円

※住宅の延べ床面積が130㎡未満の場合は 5人槽、130㎡以上は 7人槽、二世帯住宅は 10人槽を設置します。
　要件を満たせば、130㎡以上でも 5人槽が設置可能です。
※「補助金額」＝（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）
設置に要した費用が補助金額未満の場合は、その額が補助金額となります。
※新築の場合や、この補助金を受けて設置した合併処理浄化槽（原則、設置後12年を経たもの）の撤去などに
　伴い新たに設置する場合は、（A）の補助基本額のみとなります。（B）・（C）の加算額はありません。

　（B）単独処理浄化槽又はくみ取り便槽から合併処理浄化槽への転換にあたり、既設の単独処理浄化槽又は
　　　くみ取り便槽を撤去するとき
　（C）単独処理浄化槽又はくみ取り便槽から合併処理浄化槽への転換にあたり、浄化槽への流入管や枡の　
　　　設置、放流管などの宅内配管工事を行うとき

○単独処理浄化槽又はくみ取り便槽の転換加算（（B）・（C））の適用条件

◆合併処理浄化槽設置補助金額
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●
浄
化
槽
の
し
く
み
と
役
割

　

水
洗
ト
イ
レ
で
流
し
た
汚
水
と
、

台
所
や
お
風
呂
な
ど
で
使
用
し
た

生
活
雑
排
水
を
、
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
て
浄
化
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
24
時
間
、
常
に
汚
水
を

浄
化
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
水
洗
ト
イ
レ
を
使
用

し
て
水
を
流
す
と
、
浄
化
槽
に
流

れ
込
み
、
入
っ
て
き
た
汚
水
と
同

じ
量
の
浄
化
さ
れ
た
水
が
、
川
な

ど
の
公
共
用
水
域
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

●
浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
後
は
、
使

用
上
の
注
意（
浄
化
槽
の
機
能
を

妨
げ
る
も
の
を
流
さ
な
い
、
ブ
ロ

ワ
ー
の
電
源
を
切
ら
な
い
、な
ど
）

を
守
り
、
浄
化
槽
法
に
規
定
さ
れ

た
維
持
管
理
を
適
切
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
設
置
者（
管
理
者
）
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
維
持
管
理

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

①
保
守
点
検（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
は
24
時
間
３
６
５
日
、

フ
ル
稼
働
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
、
定
期

的
に
保
守
点
検
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
保
守
点
検
は
、
県
に
登

録
さ
れ
た
、
専
門
知
識
を
持
つ
業

者（
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
）
に

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
守
点
検
で
は
、
浄
化
槽
の
機

器
の
点
検
・
調
整
・
ブ
ロ
ワ
ー
の

調
整
、
消
毒
薬
の
補
充
な
ど
を
行

い
ま
す
。
１
年
間
に
行
う
点
検
の

回
数
は
、
浄
化
槽
の
規
模
や
構
造

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

②
清
掃（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
が
汚
水
を
浄
化
す
る
と

き
、
汚
物
は
浄
化
槽
の
下
部
に
沈

殿
し
ま
す
。
こ
れ
を
放
置
す
る
と
、

槽
内
は
汚
物
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
１
年
に

１
回
以
上
、
浄
化
槽
に
沈
殿
し
た

汚
物
を
取
り
除
い
て
清
掃
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

清
掃
は
、
市
の
許
可
を
受
け
た

専
門
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

　

浄
化
槽
管
理
者
は
、
毎
年
１
回
、

熊
本
県
浄
化
槽
協
会（
県
が
指
定

し
た
検
査
機
関
）が
行
う
法
定
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

法
定
検
査
で
は「
浄
化
槽
の
維

持
管
理
状
態
が
適
正
か
」「
浄
化

槽
放
流
水
の
水
質
が
適
正
か
」を

検
査
し
ま
す
。
こ
れ
を「
11
条
検

査
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

★
維
持
管
理
を
し
な
い
と
ど
う

な
る
？

　

浄
化
槽
の
機
能
が
失
わ
れ
、
浄

化
さ
れ
な
い
ま
ま
の
汚
水
が
公
共

用
水
域
に
流
れ
込
み
、
川
な
ど
を

汚
染
し
て
、
環
境
問
題
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　

下
の
写
真（
右
）
は
、
維
持
管

理
を
し
な
か
っ
た
浄
化
槽
の
実
例

で
す
。
機
能
を
失
っ
た
浄
化
槽
で

は
、
汚
物
な
ど
が
そ
の
ま
ま
流
れ

出
し
、
悪
臭
を
発
生
さ
せ
、
ご
近

所
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

●
維
持
管
理
の
経
費
は
ど
れ
く

ら
い
？

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
は
、
浄

化
槽
の
種
類
、
規
模
、
状
態
に
よ

っ
て
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
が
許
可
し
た
浄
化
槽
清
掃
業
業

者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
地
区
ご
と
に
担
当
業
者

が
異
な
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地

区
の
担
当
業
者
は
、
市
環
境
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
市
環
境
課
環
境
衛
生
室

　

☎
61
・
１
６
１
３

○
水
俣
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
63
・
４
１
０
４

合
併
処
理
浄
化
槽
は

設
置
し
た
後
も

維
持
管
理
が
必
要
で
す

汚水を浄化した
微生物のかたまり
は沈殿します。

汚水中の浮遊物を取り除き、「嫌気性微生物（酸
素のないところで働く微生物）」が、有機物を分
解します。

　　ブロワーから十分な空
　気が送り込まれることで、
「好気性微生物」が活発に
働き、汚れを分解します。

生
活
雑
排
水

水
洗
ト
イ
レ
の
汚
水

放
流

（図）浄化槽のしくみ

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●
（左）適切に管理された浄化槽の内部。（右）無管理の
浄化槽。沈殿した汚物を取り除いていなかったので、
汚物でいっぱいになっています。

お
手
入
れ
が

必
要
な
ん
だ
ね
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市からのお知らせ

★
浸
水
被
害
の
軽
減
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

　

市
で
は
、
概
ね
７
年
に
一
度
の
頻
度

で
降
る
大
雨
を
想
定
し
て
雨
水
施
設
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
市

内
各
地
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
身
近
に
で
き
る
次
の
取
り
組
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
側
溝
や
雨
水
マ
ス
の
掃
除

　

側
溝
や
雨
水
マ
ス
は
雨
を
排
水
す
る

　

設
備
で
、
落
ち
葉
な
ど
が
詰
ま
っ
て

　

い
る
と
、
浸
水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

自
宅
周
辺
の
側
溝
や
雨
水
マ
ス
の
掃

　

除
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
多
く
の
下
水
を
流
さ
な
い

　

処
理
で
き
な
い
ほ
ど
の
雨
が
降
る
と

　

下
水
が
溢
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

お
風
呂
の
水
を
流
さ
な
か
っ
た
り
、

　

洗
濯
は
な
る
べ
く
控
え
て
、
一
度
に

　

多
く
の
下
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

○
土
の
う
や
水
の
う
を
準
備

　

水
深
の
浅
い
初
期
の
浸
水
で
は
、「
土

　

の
う
」
や
「
水
の
う
」
が
有
効
で
す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
水
で
満
た
し
た
「
水

　

の
う
」
は
、
ト
イ
レ
や
お
風
呂
の
排

　

水
口
に
置
く
こ
と
で
、
下
水
の
逆
流

　

を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す

　

公
共
下
水
道
は
、
川
や
海
な
ど
の
水

環
境
を
守
り
、
衛
生
的
な
生
活
に
欠
か

せ
な
い
施
設
で
す
。

　

す
で
に
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

地
域
で
、
接
続
が
済
ん
で
い
な
い
家
庭

や
事
業
所
は
、
速
や
か
に
接
続
し
て
く

だ
さ
い
。

★
不
審
な
業
者
に
ご
注
意
！

　
「
宅
地
内
の
下
水
管
の
清
掃
を
し
ま

せ
ん
か
？
市
役
所
か
ら
依
頼
さ
れ
て

き
ま
し
た
」
な
ど
と
話
し
、
宅
地
内
の

下
水
管
を
調
べ
、
高
額
な
料
金
を
請
求

す
る
市
外
業
者
が
い
る
と
い
う
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
か
ら
業
者
に

依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
【
事
業
所
で
は
】「
グ
リ
ー
ス
ト
ラ

ッ
プ
」
の
設
置
・
管
理
・
清
掃
が
必
要

で
す

　
「
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
と
は
、
生

ご
み
や
油
脂
を
直
接
下
水
管
に
流
さ
な

い
よ
う
に
、
一
時
的
に
溜
め
る
施
設
の

こ
と
で
す
。
飲
食
店
の
厨
房
な
ど
、
油

を
使
用
す
る
店
舗
な
ど
は
、
グ
リ
ー
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
、
市
の
確
認
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
設
置
し
て
い
る
事
業
所
は
、
正

常
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

★
【
家
庭
で
は
】
下
水
管
を
大
切
に

　

家
庭
で
も
食
用
油
や
生
ご
み
な
ど
の

異
物
を
下
水
管
に
流
す
と
、
詰
ま
り
や

悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
適
切

な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
で
は
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
は
流
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
の
公
共
下
水
道
区
域
で
は
、

雨
水
と
汚
水
を
別
々
に
流
す「
分
流
式
」

と
な
り
ま
す
の
で
、
家
の
屋
根
や
庭
に

降
っ
た
雨
水
を
「
汚
水
管
」
に
接
続
し

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
局
☎
61
・
１
６
２
６

　

下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
、
土
地
を

田
畑
な
ど
と
し
て
使
う
場
合
な
ど
、
申

請
を
す
る
と
徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
土
地
が
宅
地
と
し
て
利
用

で
き
る
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
徴
収
猶

予
の
理
由
が
消
滅
す
る
た
め
、
徴
収
猶

予
が
解
除
と
な
り
受
益
者
負
担
金
を
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
区
域
内
の
土
地
を
農
地
転
用

な
ど
す
る
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
上
下
水
道
局
☎
61
・
１
６
２
７

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
下
水
道

下水道マスコットキャラクター「スイスイ」

農
地
と
し
て
利
用
し
な
く
な
っ
た

土
地
に
は
ご
注
意
を

下
水
道
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こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て
い
た
農
地
転

用
許
可
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
市

が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
水
俣
市
農
業
委
員
会
が
、

申
請
受
付
か
ら
審
査
・
許
可
な
ど
の
事

務
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
許
可
が
下
り
る
ま
で

の
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
61
・
１
６
１
７

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
改

正
に
伴
い
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

農
地
取
得
な
ど
の
権
利
移
動
の
際
の
要

件
の
一
つ
で
あ
っ
た
５
０
０
０
㎡
（
水

俣
市
で
は
３
０
０
０
㎡
）
以
上
の
耕
作

地
を
必
要
と
す
る
下
限
面
積
が
廃
止
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
要
件
は
今
ま

で
ど
お
り
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
全
耕
作
地
を
効
率
的
に
使
用
す
る
こ
と

○
年
間
１
５
０
日
以
上
農
作
業
に
従
事

　

す
る
こ
と

○
周
辺
地
域
の
農
業
に
支
障
を
与
え
な

　

い
こ
と　

な
ど

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
61
・
１
６
１
７

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
改

正
に
伴
い
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
場
合
は
、
農

地
中
間
管
理
機
構
を
介
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
の

２
年
間
は
、
経
過
措
置
期
間
と
し
て
、

今
ま
で
ど
お
り
貸
主
と
借
主
間
で
の
利

用
権
設
定
が
可
能
で
す
。
こ
の
場
合
、

令
和
７
年
３
月
末
を
超
え
る
設
定
も
で

き
ま
す
が
、
貸
借
期
間
終
了
後
は
、
農

地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た
貸
借
に
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
61
・
１
６
１
７

　

春
の
農
繁
期
は
、
農
作
業
の
事
故
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

次
の
点
に
気
を
付
け
て
、
農
作
業
の

安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
が
農
作
業
を
行
う
際
は
特
に

　

注
意
し
、
余
裕
を
も
っ
た
作
業
を
心

　

掛
け
る

○
安
全
フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を

使
用
し
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

○
道
路
や
ほ
場
の
傾
斜
や
路
肩
な
ど
の

作
業
環
境
を
十
分
確
認
し
、
事
故
を
起

　

こ
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
る

○
機
械
の
点
検
や
清
掃
は
、
必
ず
エ
ン

　

ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
う

○
一
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、
ど
こ

　

で
作
業
を
し
て
い
る
か
を
家
族
に
知

　

ら
せ
て
お
く

○
過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
は
し

　

な
い

問
農
林
水
産
課
☎
61
・
１
６
３
４

農
地
を
取
得
す
る
際
の
下
限
面

積
が
廃
止
さ
れ
ま
す

農
業

農
地
転
用
許
可
権
限
が
市
に
変

わ
り
ま
す

農
地
を
貸
し
借
り
す
る
際
の
手

続
き
が
変
わ
り
ま
す

ど
ん
な
ま
ち
を
作
り
た
い
で
す
か
？

　

水
俣
市
は
、
東
部
に
は
豊
か
な
自

然
を
残
し
、
西
部
の
国
道
沿
い
に
は

多
く
の
商
店
が
立
ち
並
び
、
そ
の
周

り
を
住
宅
が
取
り
囲
み
ま
す
。
海
近

い
と
こ
ろ
に
は
工
場
が
集
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
配
置
は
、
自
然
に
そ
う
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
な
施
設
が
、

ど
こ
に
あ
っ
た
ら
暮
ら
し
や
す
く
な

る
か
を
考
え
て
、
配
置
す
る
場
所
の

ル
ー
ル
を
決
め
た
か
ら
で
す
。
こ
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ル
ー
ル
を

「
都
市
計
画
」
と
い
い
、
水
俣
市
で

は
約
20
年
前
に
策
定
し
た
「
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
※
」
を
も
と
に

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
現
在
、
そ
の
改
定
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
の
20
年
、
水
俣
市
を

ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
か
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
、
皆
さ
ん
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の

計
画
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
づ
く
り
に
つ
い

て
連
載
で
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

※
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
「
市
町
村
の
都
市

計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」

MINAMINA
CRAFTCRAFT
ミナクラフト

問都市計画課
☎ 61-1618

▲詳しくは、市HPへ

vol.1

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
を
！

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
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　食卓に彩りをそえる野菜や果物。自分の手
で育ててみませんか？
　家庭菜園から本格的なものまで役立つ本を
紹介します。

■ 図書館４月特設コーナー ■

■逆境リーダーの挑戦／鈴木直道
■やり続ける力／内村航平
■ガウディの遺言／下村敦史
■あわのまにまに／吉川トリコ
■みんなのいちねん／たけうちちひろ

「Let's 農 LIFE」

みな図書 読書のまちづくり ■問い合わせ　市立図書館☎63-8401

市立図書館　開館：火曜日～日曜日 ９時～19時（土日祝日は17時まで）

図書館には毎週新しい本がやってきます。
ここでは、ホンの一部を案内します♪

● ●●●●●新刊案内 ● ●

図書館スタッフからのお知らせ

★図書館でスケッチ！青空らくがき大会
　ペンやクレヨンを使って、画用紙にらくがき
をしてみませんか？ 道具は図書館で用意します。
自由に書いて楽しんでください！
※未就学児は、保護者同伴でお願いします。
■日時　4/29 ㈯　10時～ 12時（荒天中止）
■場所　市立図書館前広場

問い合わせ　
水俣高校☎63-1285お通りだい！

水公さんの
（三十七の巻）

～水公さん発信！ 最新水高情報～ 水俣高校公式ゆるキャラ「水公さん」が、水高の取り
組みや生徒を紹介していきます。
水高のことをもっと知り
たい人は、二次元コードを
読み込んで学校HPへ！

皆さんは、これから始
まる学校生活に不安と
期待で胸がいっぱいだ
と思います。
私たち生徒会は、皆さ
んの期待に応えるため
にも体育大会など行事
の運営を行い、学校だ
けでなく地域も盛り上
げています。

新入生の皆さん入学おめでとう！
水高の新しい１年がスタートします

水高ニュース

水俣高校でも桜が咲き、新年度がスター
トしたよ♪ 今年はどんな１年になるのか、
水高生の活躍をどんどん発信していくので、

お見逃しなく！
水俣高校に入学した新入生の皆さん、高校ってど
んなところ？ 勉強についていけるかな？ と不安もあ
るだろうけど、頼りになる先輩や先生たちがそばに
いるよ。勉強や部活動で悩み事があっても、仲間
と一緒に乗り越えていけるのが水高の良いところな
んだ！ 高校生としての生活の一歩を踏み出す新入
生の皆さんに、先輩代表として生徒会長の山下さ
んからメッセージをもらったよ。

生徒会長
山下春瀬さん
（機械科・袋中出身）

水俣高校で充実した学校生活を送るためにも、
私たちと手を取り合い、学校を楽しんで盛り
上げていきましょう！

★春の古本市を開催します
　図書館に置くことができなくなった古本を差し
上げます。ぜひ皆さん来てください。
■日時　4/29 ㈯～ 5/7 ㈰　9時 30分～ 16時
　　　　※５月１日㈪は休館します。
■場所　市立図書館
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そ
の
結
果
が
自
分
の
成
績
と
合
算
さ
れ

た
ス
コ
ア
を
最
後
に
受
け
取
り
ま
す
。

そ
の
ス
コ
ア
に
よ
っ
て
、
大
学
に
入
学

で
き
る
か
ど
う
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
法
学
や
医
学
を
学
び
た
け

れ
ば
、
学
校
の
成
績
と
共
通
試
験
の
両

方
良
く
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
私

の
よ
う
に
日
本
語
を
勉
強
し
た
け
れ

ば
、
平
均
的
な
成
績
で
も
入
学
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
大
学
や
コ
ー
ス
に
入
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
別
の
大
学
か
専
門

学
校
に
入
学
し
て
、
１
年
後
に
は
他
の

学
校
に
転
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
大
学
に
入
れ
な
い
人
の

こ
と
を
「
浪
人
」
と
呼
ぶ
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
結
構
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
印
象
を
感
じ
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
入
学
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

時
間
を
か
け
て
進
路
に
つ
い
て
考
え
る

か
、
一
度
就
職
し
て
そ
の
後
大
学
に
入

学
す
る
人
も
多
く
、
す
ぐ
に
入
学
し
な

く
て
も
大
丈
夫
と
い
う
考
え
方
が
普
通

で
す
。
私
の
場
合
は
、
何
を
勉
強
し
た

い
か
悩
ん
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
試
し
て
か
ら
大
学
入
学
を

決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
人
生
が
左
右
さ
れ
る
一
つ

の
試
験
を
受
け
る
の
は
、
生
徒
た
ち
に

は
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
で

し
ょ
う
。
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
入

学
方
法
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本
で

は
４
月
に
な
る
と
、
社
会
の
全
て
が
急

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
感
じ
が
し
ま
す
。

職
場
は
異
動
が
あ
り
、
学
校
は
新
学
年

が
始
ま
っ
た
り
、
正
月
で
も
な
い
の
に

本
当
に
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
と
い
う
雰
囲
気

に
な
り
ま
す
。
私
は
こ
の
時
期
に
な
る

と
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ど
う
や
っ

て
大
学
に
入
学
す
る
の
で
す
か
」
と
か

「
入
学
試
験
が
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
と

よ
く
質
問
さ
れ
る
の
で
、
今
回
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
大
学
の
入
学
方
法
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
大
学
に
入

学
す
る
た
め
に
日
本
の
よ
う
な
共
通
試

験
も
あ
り
ま
す
が
、
高
校
で
の
自
分
の

成
績
も
進
学
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
高

校
最
後
の
年
、
み
ん
な
は
国
内
の
他
の

生
徒
と
比
較
す
る
共
通
試
験
を
受
け
、

水俣市 CIR のジェフ
リーが、水俣で体験し
たことや日本とオース
トラリアの文化の違い
を紹介するコラムです。

vol.27

ジェフ！

　　　　　　　　　　　　 　  当店は、21年前に
　　　　　　　　　　　　　　初恋通りにオープ
　　　　　　　　　　　　　　ンしました。水俣
の新鮮な魚介類をはじめとする食材を使用し、季
節に合わせた旬な料理の提供を心がけています。
また、食材を無駄にしない調理を工夫し、食品ロ
ス削減にも取り組んでいます。
　当店へは、遠方からも多くの来店があり「一期
一会」を大切にし、スタッフともども「おもてな
しの心」をもって接客に努めています。
　共に働くスタッフには年齢に関係なく長く働い
てもらえるよう、就労時間の柔軟な対応などにも
取り組んでおり、今後も働きやすい職場環境づく
りを進めていきます。これからも当店は「食」を
通して、水俣市の魅力を多くのお客さまに届けて
いきます。見て楽しい！食べておいしい！当店の
料理を皆さん食べに来てください。

㈲がんぞー
代表取締役　山本悟道

私たち、
「よかボス」
企業です！

　春は引っ越しシーズンです

　引っ越し・賃貸住宅のトラブルを未然に防ぐため
に次のことに気を付けましょう。
★引っ越し契約の注意点
○複数の業者から見積もりをとり比較検討する。
○引っ越し後、荷物の紛失や破損などがあった場合
　は、すぐに引越し業者に連絡する。
★賃貸住宅契約時の注意点
○契約の際は、重要事項の説明を受け賃貸契約書の
　内容をしっかり確認する。
○貸主立ち合いのもと、部屋の状況（汚れや破損な
　ど）を写真などで記録する。
★賃貸住宅退去時の注意点
◯点検に立ち合い、汚れや破損の有無を確認し入居
　時と比較する。
○借主の不注意などで汚損・破損した場合の補修費
　用は、借主負担です。（通常損耗は貸主負担）

問 水俣市消費生活センター ☎ 61-1333／場所 市役所２階　
／受付時間 ㈪～㈮※祝日を除く9時～12時、13時～16時

※個人情報・相談内容は秘密厳守。安心して相談してください。

こんにちは！ 消費生活センターです
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問
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
 84
・

９
９
０
９
（
開
館
時
間
11
時
〜
18
時
・

日
祝
休
み
）

　

３
年
ぶ
り
に
春
祭
り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
開
催
し
ま
す
！

　

県
内
外
か
ら
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ

サ
リ
ー
店
や
飲
食
店
が
出
店
し
、
音
楽

ラ
イ
ブ
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
２
日
間
に
わ

た
り
に
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
初
恋

通
り
商
店
会
」
で
検
索
！

■
日
時　

４
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰　

10

時
〜
16
時

■
場
所　

初
恋
通
り
商
店
会

問
初
恋
通
り
商
店
会
会
長
・
榮
永

☎
 84
・
９
９
１
５

　

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

４
月
８
日
㈯　

９
時
〜
17
時
、

９
日
㈰　

９
時
〜
16
時

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料　

無
料

問
池
坊
水
俣
支
部
・
広
田
☎
62
・

１
３
３
９

①
地
域
・
子
ど
も
食
堂「
す
ま
い
る
食
堂
」

　

原
則
弁
当
の
お
持
ち
帰
り
で
す
。

■
日
時　

４
月
８
日
㈯　

11
時
〜
13
時

■
料
金

○
子
ど
も　

無
料

○
大
人　

３
０
０
円

②
ク
ノ
ン
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

椅
子
を
使
っ
て
チ
ェ
ア
ヨ
ー
ガ
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

　

ボ
ー
ル
は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

４
月
11
日
㈫　

13
時
30
分
〜

■
参
加
料　

３
０
０
円

■
講
師　

楠
原
な
ぎ
さ
さ
ん
（
ク
ノ
ン

ヨ
ー
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
準
備
品　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
用
飲
み
物

③
韓
国
料
理
教
室

　

簡
単
に
家
で
で
き
る
、
辛
く
な
い
ト

ッ
ポ
ギ
料
理
で
す
。

■
日
時　

４
月
13
日
㈭　

13
時
30
分
〜

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
講
師　

皆
越
恵
美
子
さ
ん(

リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
い
り
お
の
ら)

■
準
備
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

④
知
っ
て
得
す
る
節
約
術
教
室

　

意
外
と
知
ら
な
い
お
金
の
事
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

４
月
19
日
㈬　

13
時
30
分
〜

ま
た
は
４
月
22
日
㈯　

11
時
〜

■
参
加
料　

無
料

■
講
師　

村
山
健
一
郎
さ
ん
（
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

■
準
備
品　

筆
記
用
具

★
共
通
事
項

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

各
講
座
15
人
程
度

※
ど
の
講
座
も
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

Inform
ation

く
ら
し
の
情
報

ii

アリウムトリケトラム

【
有
料
広
告
】

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

４
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
♪

は
つ
恋
マ
ル
シ
ェ
ｖ
ｏ
ｌ
・
３

in
初
恋
通
り
商
店
会

催
し
催
し

華
道
家
元
池
坊
水
俣
支
部

創
立
70
周
年
記
念
花
展

シルバーのパソコン教室で一緒に勉強しませんか？
初心者で 60歳以上の人、パソコンの勉強をして見たいと思われる方

▷開講日時　毎月第１・３水曜日
　　　　　　13時～ 15時
▷場所　　　市公民館
▷募集人員　15名程度

▷参加費　　　年会費　2千円
　　　　　　　授業参加ごとに200円
▷申込締切日　４月 15日㈯

申込・問い合わせ　PC水俣サロン　山内☎ 090（1449）7213
※参加者には、市公民館に於いて４月26日㈬ 13時から説明会を行います。

（パソコンは各自持参）
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Information

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
ご
み
問
題
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
学
習
も
で
き
ま
す
。

■
日
時　

５
月
３
日
㈬
・
㈷　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

約
30
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

４
月
19
日
㈬

■
申
し
込
み
方
法　

イ
ベ
ン
ト
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
、
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
ま
た
は
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
入
力

問 

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
62
・
２
０
０
０

／
FAX 

62
・
１
２
１
２
／
メ
ー
ルkankyo

-center@
dance.ocn.ne.jp

　

祭
り
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な

成
長
と
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
日
本
の

伝
統
行
事
で
あ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
相
撲
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
芦
北
町
出
身
力
士
に

よ
る
奉
納
相
撲
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　

４
月
28
日
㈮

■
会
場　

佐
敷
諏
訪
神
社
境
内

★
赤
ち
ゃ
ん
相
撲
の
参
加
者
募
集
！

　

原
則
３
歳
ま
で
、
要
参
加
費
。

■
応
募
締
切　

４
月
13
日
㈭

問
芦
北
町
観
光
協
会
☎
82
・
２
５
１
１

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
の
亀
萬
酒
造
新
酒

ま
つ
り
。
今
回
は
つ
な
ぎ
桜
ま
つ
り
と

合
同
開
催
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
限
定
酒
や
新
酒
、
地

元
グ
ル
メ
を
食
べ
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
２
日
㈰　

11
時
〜
15
時

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
広
場
（
葦

北
郡
津
奈
木
町
大
字
岩
城
１
６
０
１
）

問 

津
奈
木
町
役
場
政
策
企
画
課

☎
78
・
３
１
１
４

　

市
内
ア
マ
チ
ュ
ア
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た

ち
が
出
演
す
る
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
・
４
月

８
日
㈯　

12
時
〜
／
Ｆ
Ｕ
Ｎ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

４
月
９
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
野
外
ス
テ

ー
ジ

■
ゲ
ス
ト　

熊
本
ロ
ッ
ク
組
（
Ｍ
Ｃ
・

か
な
ぶ
ん
や
）、
ケ
イ
タ
ク
、
や
う
ち

ブ
ラ
ザ
ー
ズ

問 

Ｆ
Ｍ
Ｐ
実
行
委
員
会
・
小
島

☎
０
９
０
・
１
５
１
５
・
１
１
９
１

　
「
健
康
づ
く
り
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
」

の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
シ
ニ
ア

の
皆
さ
ん
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪ 

　

体
が
不
自
由
な
人
や
軽
度
の
認
知
症

が
あ
る
人
も
参
加
で
き
ま
す（
家
族
の

送
迎
が
必
要
）。

■
活
動
日
時　

４
月
〜
９
月
の
第
２
・

４
水
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分

※
第
１
回
目
は
、４
月
12
日
㈬
で
す
。

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ

ー
ル

■
対
象
者　

60
歳
以
上

■
参
加
料　

１
カ
月
５
０
０
円（
楽
譜

代
な
ど
）

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
・
窓
口

問 

も
や
い
館
受
付
☎
62
・
３
１
２
０

Information

【
有
料
広
告
】

作
っ
て
飛
ば
そ
う
！
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
！

募
集
募
集

「
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
」で

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

芦
北
町
イ
ベ
ン
ト

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭

つ
な
ぎ
桜
ま
つ
り
＆
亀
萬
酒
造
新

酒
ま
つ
り

Ｍ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

（
ミ
ナ
マ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
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くらしの情報

■
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、

彫
刻
、
工
芸

■
資
格　

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で

60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

■
出
品
料　

１
点
千
円

■
申
込
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
６
月
23

日
㈮

■
申
し
込
み
方
法　

い
き
い
き
健
康
課

に
置
い
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）

問
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６
・
３
５
４
・
３
０
８
３

60
歳
か
ら
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
活

動
し
ま
せ
ん
か
？

※
入
会
金
が
必
要
で
す
。（
主
に
保
険

料
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

■
仕
事
内
容　

機
械
草
刈
、
剪せ
ん
て
い定
、
不

用
品
の
収
集
と
処
分
、
企
業
や
家
庭
の

清
掃
、
介
護
の
手
伝
い
な
ど

問
水
俣
・
津
奈
木
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
62
・
１
１
２
２

　
「
緑
の
募
金
運
動
」は
、き
れ
い
な
水
、

土
、空
気
を
育
む
森
林
づ
く
り
を
は
じ

め
、
環
境
緑
化
の
推
進
、
緑
の
少
年
団

の
育
成
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
家
庭
募
金
を
中
心
と
し
て

募
金
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
自
治
会
長

を
通
じ
て
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰

問
市
農
林
水
産
課
☎
61
・
１
６
３
２

　

教
育
支
援
員
と
地
域
の
協
力
者
で
開

催
す
る
学
習
教
室
で
す
。

　

高
校
入
試
や
宿
題
、
基
礎
学
力
強
化

な
ど
の
学
習
支
援
を
行
い
、
子
ど
も
が

将
来
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
金
曜
日　

18
時
〜
19
時

30
分

■
場
所　
お
れ
ん
じ
館

■
対
象
者　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
支
援
対
象
と
な
る
家
庭
の
子
ど
も

■
利
用
料　
無
料

問
み
な
ま
た
安
心
セ
ン
タ
ー
（
水
俣
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
63
・
２
０
４
７
／
メ
ー
ルansin@

m
inam

ata-shakyo.jp

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、
茎
の
変
色
、

い
も
の
腐
敗
な
ど
を
引
き
起
こ
す
病
害

で
、
県
内
で
も
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

植
え
る
際
は
病
気
を
防
ぐ
た
め
、
健

全
な
種
い
も
・
苗
の
使
用
、
土
壌
・
種

い
も
・
苗
の
消
毒
、
排
水
対
策
な
ど
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
発
生
し
た
場
合
は
、

発
病
株
を
ほ
場
の
外
に
出
し
、
発
生
箇

所
に
登
録
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

問
熊
本
県
病
害
虫
防
除
所

☎
０
９
６
・
２
４
８
・
６
４
９
０

芦
北
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

☎
82
・
５
１
９
４

第
35
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展

作
品
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
ま
せ
ん
か
？

募
集
募
集

伝
言
板

伝
言
板

学
習
支
援
教
室
ジ
ョ
イ
ス
タ
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

「
緑
の
募
金
運
動
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

【
有
料
広
告
】

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
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Information

★
総
合
相
談

　

相
談
支
援
員
が
、
働
き
た
く
て
も
働

け
な
い
、
家
計
に
困
っ
て
い
る
な
ど
、

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
い
ろ
い
ろ

な
相
談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
窓
口
開
設
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
も
や
い
館
１
階
）

■
相
談
料　

無
料

★
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

を
支
援
し
ま
す

　

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

に
対
す
る
相
談
に
応
じ
、
本
人
に
寄
り

添
い
、
伴
走
し
な
が
ら
社
会
復
帰
や
就

労
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
、
相
談
支
援
員
が
利
用
者

を
見
守
り
ま
す
。

■
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
開
設
時
間　
毎
週

金
曜
日　

14
時
〜
16
時
30
分

■
場
所　
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
多

目
的
ル
ー
ム
（
も
や
い
館
１
階
）

■
利
用
料　
無
料

問 

み
な
ま
た
安
心
セ
ン
タ
ー
（
水
俣
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
63
・
２
０
４
７
／
メ
ー
ルansin@

m
inam

ata-shakyo.jp

　

高
齢
者(

お
お
む
ね
60
歳
以
上)

の

人
に
職
業
相
談
・
紹
介
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

も
う
少
し
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時  

毎
週
㈪
・
㈬
・
㈮　

10
時
〜

16
時

■
場
所  

芦
北
地
域
振
興
局
福
祉
課
内

問 

熊
本
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
芦

北
相
談
所
☎ 

82
・
５
３
１
０

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
が
２
月

13
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
髙
岡
市
長

と
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
・
𣘺
本

本
部
長
か
ら
募
集
相
談
員
へ
委
嘱
状
と

相
談
員
標
札
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

募
集
相
談
員
は
、
自
衛
隊
へ
入
隊
を

希
望
す
る
人
か
ら
の
自
衛
隊
の
任
務
や

処
遇
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
員
と
そ
の
担
当
校
区
・
連
絡
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

問 

危
機
管
理
防
災
課
☎
61
・
１
６
０
４

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

み
な
ま
た
安
心
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

相
談
相
談

【
有
料
広
告
】

話
題
満
載

話
題
満
載

南周三さん（緑東中）
☎ 090-5433-2477
「一人でも多くの相談を
お待ちしています。」

船田勝彦さん（水俣二中）
☎ 090-4356-7130
「国土、国民を守る尊い仕事で
す。ご相談お待ちしています。」

橋本道雄さん（水俣一中）
☎ 62-2367
「気軽に相談して下さい。
お待ちしています。」

山内英明さん（袋中）
☎ 090-9792-4600
「気軽に相談して下さい。
待ってます。」

自
衛
官
を
志
す
人

私
た
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
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くらしの情報

★
大
ア
リ
ー
ナ

　

大
ア
リ
ー
ナ
の
天
井
と
照
明
の
改
修

工
事
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
４
月
１

日
か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
す
。

問
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

☎
83
・
９
７
０
０

★
温
水
プ
ー
ル

　

水
の
入
れ
替
え
と
全
装
置
の
清
掃
点

検
を
行
う
た
め
、
４
月
18
日
㈫
か
ら
20

日
㈭
ま
で
休
業
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
立
総
合
体
育
館
☎
63
・
３
３
３
９

　

県
内
の
20
チ
ー
ム
・
約
３
０
０
人
が

参
加
す
る
予
定
で
す
。

■
期
日　

４
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

※
開
会
式
が
８
日
、
９
時
か
ら

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
野
球
場

問
熊
本
県
還
暦
軟
式
野
球
連
盟
・
三

村
☎
63
・
２
２
７
５

■
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１
類

〜
第
６
類

■
試
験
日　

６
月
18
日
㈰

■
試
験
地　

熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草

市
、
玉
名
市

■
願
書
受
付
期
間

○
書
面
申
請　

４
月
17
日
㈪
〜
24
日
㈪

○
電
子
申
請　

４
月
14
日
㈮
〜
21
日
㈮

■
試
験
案
内
・
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
、
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部
他

問
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

◆
水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ

ー
基
金
へ

（
一
社
）
環
不
知
火
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

寄
附
・
善
意

寄
附
・
善
意

善
意
の
こ
こ
ろ

（
１
、２
月
受
付
分
、
敬
称
略
）

【
有
料
広
告
】

試
験
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

市
立
総
合
体
育
館
の
利
用
再
開
・

休
業
情
報

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

熊
本
県
還
暦
軟
式
野
球

（
イ
ワ
イ
ホ
ー
ム
杯
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
み
な
ま
た
２・３
月
号
に
記
事
の

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

２
月
号
・
８
ペ
ー
ジ
・
働
き
や
す
い
職

場
を
目
指
し
て
よ
か
ボ
ス
企
業
交
流
会

記
事
中

誤
＝
河
村
電
気
産
業
㈱

正
＝
河
村
電
器
産
業
㈱

３
月
号
・
20
ペ
ー
ジ・「
自
殺
予
防
強
化

月
間
」
の
記
事
中
、
い
き
い
き
健
康
課

健
康
推
進
室
の
電
話
番
号

誤
＝
63
・
３
０
２
８

正
＝
62
・
３
０
２
８

３
月
号
・
14
ペ
ー
ジ・「
令
和
５
年
度
広

報
み
な
ま
た
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
の
記

事
中
、
４
月
号
の
発
行
日

誤
＝
３
月
29
日

正
＝
３
月
31
日

水俣・芦北地区
ろうきん推進委員会

▲寄付金贈呈式
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Information

◆
水
俣
市
、
芦
北
町
、
津
奈
木
町
へ

　

水
俣
・
芦
北
地
域
の
し
尿
と
浄
化
槽

汚
泥
の
処
理
を
行
う
㈱
ア
ー
ル
・
ビ
ー
・

エ
ス
は
、
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
有
効

活
用
し
た
、
自
社
製
造
の
有
機
質
肥
料

「
Ｒ
Ｂ
Ｓ
ゴ
ー
ル
ド
」
を
一
市
二
町
へ
贈

呈
。
そ
の
贈
呈
式
が
、
水
俣
芦
北
広
域

行
政
事
務
組
合
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
児
童
養
護
施
設
光
明
童
園
へ

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
ぽ
す

◆
児
童
養
護
施
設
湯
出
光
明
童
園
へ

門
司
一
徹
（
東
京
都
）
、
（
公
社
）
熊

本
善
意
銀
行

◆
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ー

ブ
の
木
へ

西
川
大
（
汐
見
町
）
、
岡
本
成
道

（
袋
）
、
渕
上
雄
一
（
袋
）
、
高
橋
純

子
（
陣
内
）
、
宮
﨑
整
骨
院

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑
へ

中
嶋
和
子
（
桜
ヶ
丘
）

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
梅
荘
へ

宮
本
達
美
（
久
木
野
）

【
有
料
広
告
】

84 歳　月浦84歳　月浦

86歳　栄町86歳　栄町

95歳　月浦95歳　月浦

91歳　白浜町91歳　白浜町

86歳　薄原86歳　薄原

92歳　古城92歳　古城

94歳　長野町94歳　長野町

84歳　江添84歳　江添

94歳　月浦94歳　月浦

94歳　大黒町94歳　大黒町

72歳　月浦72歳　月浦

61歳　市渡瀬61歳　市渡瀬

99歳　山手町99歳　山手町

石石
いしはらいしはら

原原　美美
よしのりよしのり

德德

井井
い で が みい で が み

手上手上　昭昭
あきひさあきひさ

久久

田田
たのうえたのうえ

上上　百百
ゆ り こゆ り こ

合子合子

田田
たむらた む ら

村村　清清
きよこき よ こ

子子

千千
ち ぢ い わち ぢ い わ

々岩々岩　恭恭
きょういちきょういち

一一

千千
ち ぢ い わち ぢ い わ

々岩々岩　ミツエ　ミツエ

津津
つ えつ え

江江　チカ子　チカ子

前前
まえしままえしま

嶋嶋　一一
かずのりかずのり

則則

前前
まえじままえじま

嶋嶋　トシ子　トシ子

前前
まえだま え だ

田田　幸幸
ゆきこゆ き こ

子子

溝溝
みぞぐちみぞぐち

口口　隆隆
たかしたかし

蓑蓑
みの だみ の だ

田田　典典
のりえの り え

枝枝

山山
やましたやました

下下　孝孝
たかしたかし

●●おくやみおくやみ
　（2/15～3/14受付分・敬称略）　（2/15～3/14受付分・敬称略）

●うぶごえ（2/15 ～ 3/14 受付分） H e l l o Babies

多々良町

袋

大園町

陣内

平町

八ノ窪町

汐見町

入
いりぐち

口 騎
きは る

颯

上
うえむら

村 陽
ひざ し

士

寺
てらなか

中 絃
げんじゅ

珠

中
なかがわ

河 美
み こ

心

永
ながさと

里 実
みつ き

輝

前
まえ だ

田 穂
ほ の

音

山
やまぐち

口 想
そうすけ

介

くん

くん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

ちゃん

初回限定
お試し価格

2,980円

頭が...
肩が...

★
首が...

水俣市大園町 2-6-3 ☎  090-2134-0205
・橋内 (日本カイロプラクティック連合
会認定 )＊ 1日 3名様 完全予約制

お気軽にご相談ください。
LINEは電話番号で検索また
は左記二次元コードから登
録してください♪

ボディケアCoco お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
！

▲左から山田津奈木町長、髙岡
水俣市長、同社・水本代表取締
役社長、竹﨑芦北町長
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台
湾
に
本
社
を
置
く
世
界
的
半
導
体
製
造
企
業

「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
」
の
工
場
建
設
に
伴
い
、
市
は
、
関
係

者
流
入
に
よ
る
台
湾
人
観
光
客
増
加
を
狙
っ
た
、
観

光
資
源
調
査
の
た
め
、「
台
湾
人
向
け
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
３
月
上
旬
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
の
観
光
地
な
ど
を
巡
っ
た
後
、
道
の
駅

で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
台
湾
人
に
は
体

験
も
の
が
喜
ば
れ
る
」な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

1_ 福田農場でのパエリア作り体験。従業員の説明を受け、本格的なパエリアを作りました
2_ 湯の児フィッシングパークでの魚釣り。釣果は上がりませんでしたが、楽しそうでした
3_アウトリガーカヌー体験。元気いっぱい船を漕ぎ、水俣の「漕ぐ」文化に触れました
4_ 宮尾刃物鍛錬所見学。刃物を製造する様子を目前で見て、目を輝かせていました

台湾の人へ
水俣の良さ、知って！
台湾向け
インバウンド
モニターツアー

2

◀ 記事に関係する SDGs のゴール

1

3 4

フォトリポート

令
和
４
年
度
に
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
「『
つ
な
が
る
拠
点
』

に
よ
る
安
心
な
く
ら
し
づ
く
り

事
業
」
に
お
い
て
、
久
木
野
地

域
で「
オ
ン
ラ
イ
ン
受
診
相
談
」

と
「
薬
の
配
達
」
の
２
つ
の
実

証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
受
診
相
談
」

は
、
健
康
面
で
気
に
な
る
こ
と

や
、
ど
の
診
療
科
へ
行
け
ば
い

い
か
な
ど
を
医
療
セ
ン
タ
ー
の

看
護
師
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
相
談

で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　
「
薬
の
配
達
」
は
、
病
院
で

地域と医療を繋ぐ実証実験 オンライン受診相談&薬の配達

▲「薬の配達」の様子。みなくるバスで薬
が愛林館まで運ばれます

▲「オンライン受診相談」の様子。市医療
センターの看護師が相談を受けます

フォトリポート

処
方
さ
れ
た
薬
を
、
近
く
の

公
共
施
設
ま
で
み
な
く
る
バ
ス

で
輸
送
し
、
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
で
す
。
薬
局
の

服
薬
指
導
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
た
め
、
待
ち
時
間
が
な
く

な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
公
共
交
通
機
関

な
ど
を
活
用
し
、
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
医
療
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
確
立
す
る
た
め
の
実
証

実
験
を
、
今
後
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

◀ 記事に関係する SDGs のゴール

広報みなまた 2023 年4月号33

天正 15年 ( １５８７)５月 28日発給

豊臣秀吉朱印状

　16世紀、水俣は相良・島津の争いの末、島
津の支配となりますが、天正 15年５月８日、
豊臣秀吉の九州征伐で島津は降伏します。
　朱印状は秀吉が水俣城を預かる家臣に宛て
たもので、水俣・津奈木を地域の実情をよく
知る相良の深水宗方に与えたことが記されて
います。
　秀吉が目指す天下泰平の実現には、国境を
安定させることが必要で、肥薩国境の水俣が
重要視されたことがうかがえます。

問 教育課☎  61-1639

～市の歴史を語る資料を紹介します～
推推しの歴史資料

〈駐車場〉
キッチンカーや飲食店出店 
※ 10：00～ 15：00
〈Shop＆ Cafe ミナマータ〉
先着 30人お楽しみプレゼント、福袋
の販売、抽選会など
〈みなまた木のおもちゃ館きらら〉
先着 30人ネーム入り木のボールプレ
ゼントなど
※21日㈮はくまモンも登場予定です。

道の駅みなまた
リニューアルオープン
１周年記念イベント

バラ園のバラも咲き始める頃です。家
族や友人と一緒に、ぜひお越しくださ
い。エコバラちゃんも登場します！

問経済観光課　☎ 61-1629

場所・内容

4.21㊎ -4.23㊐
9：00～ 17：00

① 

★ Shop&Cafe ミナマータは「第 28回熊本県木
材利用優良施設コンクール」で顕彰されました！

日時

●作り方
①ちりめんじゃこをフライパンで乾煎りし、
　Aを入れて炒める。
② かつお節、青のりを混ぜて出来上がり。

【ひとくちメモ】
噛みごたえのあるふりかけです。給食では、
水俣産のちりめんじゃこを使用しています。

「ちりめんじゃこふりかけ」

おうちで 簡単

給食レシピ

A

●材料（作りやすい分量）

ちりめんじゃこ
かつお節
青のり
砂糖
濃口醤油、みりん、水

50ｇ
10ｇ程度

適量
大さじ１
小さじ２

※シャトルバスも運行します



広報みなまた 2023 年 4月号 34

　

当
施
設
は
平
成
８
年
に
創
立
し

た
、
社
会
福
祉
法
人
年
輪
福
祉
会

が
運
営
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。
自
立
型
の
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」

と
い
う
施
設
に
分
類
さ
れ
、
こ
の

他
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
と
通
所

介
護
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
立
型
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
は
、
60

歳
以
上
で
、
身
の
回
り
の
こ
と
を

自
分
で
で
き
る
程
度
に
生
活
を
送

ら
れ
る
人
や
、
一
人
で
の
生
活
に

不
安
が
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
施

設
で
す
。
食
事
や
掃
除
、
洗
濯

な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
と
県
の
補
助
が
あ
る

た
め
、
比
較
的
低
料
金
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
保
険
適
用
外
な
の
で
介
護
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
希
望
す
る

場
合
、
外
部
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

通
所
介
護
で
は
、
個
人
に
合
わ

せ
た
「
フ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
足
腰
が

鍛
え
る
と
と
も
に
、
認
知
症
の
予

防
に
つ
な
が
り
、
元
気
に
過
ご
せ

る
と
好
評
で
す
。

　

当
施
設
の
長
所
は
、
市
内
中
心

地
に
位
置
し
な
が
ら
施
設
が
と

て
も
広
い
こ
と
で
す
。
病
院
や
お

店
に
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
に

加
え
、
自
慢
の
中
庭
に
は
た
く
さ

ん
の
季
節
の
花
を
植
え
て
い
ま

す
。
部
屋
は
全
室
南
向
き
の
個
室

で
す
。
利
用
者
は
自
宅
の
よ
う
な

感
覚
で
、
ゆ
っ
た
り
と
生
活
を
送

り
つ
つ
、
気
軽
に
外
出
・
外
泊
も

楽
し
め
ま
す
。
広
々
と
し
た
食
堂

で
提
供
す
る
手
作
り
の
食
事
は
、

材
料
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
こ
だ

わ
っ
て
お
り
、
大
好
評
で
す
。

　

今
後
も
「
家
族
の
よ
う
に
、
家

族
以
上
に
」
と
い
う
理
念
の
も

と
、「
温
笑
・
温
心
の
輪
」
で
入

居
者
が
明
る
く
、
楽
し
く
、
自
分

ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第52巻

ケアハウス
リブ・ラン・扇

▲広々とした中庭には、暖かい日差し
が入り込み、季節の花が咲いています

広
報
み
な
ま
た

2023 N
o.1452

◆
編
集
・
発
行
／
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

　
〒
867

-8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
-１
-1

◆
連
絡
先
☎
0966-61-1655

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp

◆
発
行
日
／
令
和
5
年
３
月
31
日

◆
印
刷
／
有
限
会
社
あ
す
な
ろ
印
刷

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

4

所在地　栄町 2-1-1
創　業　平成 8年 4月1日
従業員数　24人
施設長　西　利惠子
事業内容　
○軽費老人ホーム
○居宅介護支援事業
○通所介護事業（デイサービス）

初
め
て
初
め
て

▼
市
の
職
員
に
な
り
、
市
報
を
作

り
始
め
て
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
一
年
間
の
経
験
を
ふ

ま
え
、
来
年
度
は
よ
り
良
い
市
報

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
さ
ら
に
頑
張

り
ま
す
！
▼
先
日
、
初
め
て
阿
蘇

の
草
千
里
に
行
き
、
と
て
も
綺
麗

な
風
景
に
感
動
し
ま
し
た
。
仕
事

で
鍛
え
た
撮
影
技
術
を
ふ
ん
だ
ん

に
活
用
し
、
ス
マ
ホ
で
パ
シ
ャ
パ
シ

ャ
と
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り
ま
し

た
が
、良
く
撮
れ
た
写
真
は
数
枚
。

こ
の
一
年
で
少
し
は
撮
影
力
が
向

上
し
た
…
と
思
い
た
い
で
す
（笑）

編 

集 

後 

記

▼
こ
の
仕
事
の
特
権
は
、
自
分
が

知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
。
３
月
上
旬
、

長
崎
地
区
の
な
べ
滝
へ
。
５
つ
の

滝
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
き
れ
い

な
渓
谷
に
感
動
！ 

20
年
程
前
、

カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
「
奇
跡
の

滝
」
と
注
目
さ
れ
た
そ
う
。
皆
さ

ん
に
興
味
が
湧
い
て
も
下
に
降
り

る
の
は
、
大
変
危
険
な
の
で
展
望

台
か
ら
で
我
慢
で
す
。
こ
の
話
は

５
月
号
掲
載
な
の
で
、
そ
れ
ま
で

４
月
号
を
熟
読
し
て
我
慢
で
す
。

来
月
は
ど
こ
に
行
け
る
か
な
平赤
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